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本
誌
前
号
に
続
く
、
い
ざ
な
ぎ
流
太
夫
小
松
豊
孝
氏
記
の
、
い
ざ
な
ぎ
流
祈
禧
資
料
の
紹
介
。
本
号
に
は
、
『
仏
法
の
作
法
』
を
翻
刻
す
る
。
楮
紙
に
墨
書
さ
れ
た
袋
綴
じ
装
の
本
資
料
は
、
墨
付
き
四
二
丁
、
縦
二
八
・
五
×
横
二
四
・
五
糎
。
外
題
に
「
伊
葬
諾
流
　
佛
法
式
次
第
」
（
題
箋
貼
付
、
自
筆
・
墨
書
）
、
内
題
に
「
伊
葬
諾
流
式
次
第
　
仏
法
の
作
法
　
押
加
持
祈
祷
の
内
　
霊
偏
は
つ
し
の
項
よ
り
伊
葬
諾
流
に
古
代
よ
り
伝
わ
る
仏
祀
り
法
」
と
記
さ
れ
る
が
、
内
容
よ
り
『
仏
法
の
作
法
』
と
題
を
認
定
し
、
紹
介
す
る
。
　
目
次
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
内
容
が
知
ら
れ
る
。
、、、、、、、
霊
偶
は
つ
し
の
設
明
仏
事
に
依
る
祈
祷
の
準
備
、
字
文
本
尊
が
け
の
字
文
　
コ
ン
霊
鬼
を
、
幣
束
に
呼
集
め
る
字
文
成
仏
し
て
居
る
仏
人
の
霊
を
、
仏
の
国
え
送
る
法
文
成
仏
出
来
て
お
ら
な
い
仏
人
、
就
仏
さ
す
字
文
1
、
人
地
獄
さ
ら
ゑ
和
讃
　
　
　
2
、
釈
迦
讃
念
仏
3
、
弘
法
大
師
の
掟
て
念
仏
　
　
4
、
月
割
経
仏
の
渡
し
　
5
、
十
文
渡
し
の
念
仏
　
　
　
　
6
、
本
尊
渡
し
の
念
仏
　
7
、
過
去
聖
霊
正
畳
　
　
　
　
　
8
、
安
心
和
讃
　
仏
様
を
取
分
け
祀
の
法
一
、
　
　
此
の
作
法
、
他
所
に
は
な
い
仏
祀
り
の
作
法
也
り
。
　
先
祖
の
墓
を
、
改
葬
す
る
作
法
し
だ
い
一
、
　
七
山
和
讃
一
、
　
　
仏
を
呼
ん
で
、
祈
念
祈
祷
の
時
に
使
ふ
字
文
。
塚
起
に
も
使
ふ
。
、
地
獄
ざ
ら
え
和
讃
　
　
塚
起
の
時
に
必
要
な
字
文
、
是
も
他
地
方
に
は
な
い
。
、
石
碑
を
新
し
く
建
て
る
時
の
作
法
、
石
碑
を
処
分
す
る
作
法
、
本
尊
祀
り
及
び
　
仏
事
を
行
っ
た
後
で
鎮
め
の
字
文
、
師
傳
の
法
文
　
此
の
書
、
仏
事
に
応
用
、
出
来
る
、
古
式
の
法
也
一
、
神
道
葬
祭
作
法
一
、
神
道
法
に
よ
る
年
祭
一
、
百
萬
扁
念
仏
供
養
の
起
源
と
修
法
意
儀
に
示
つ
い
て
の
作
法
と
、
設
明
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一
、
物
部
の
奥
地
に
傳
わ
る
盆
祭
り
の
作
法
　
本
資
料
は
、
死
霊
・
祖
霊
に
対
し
て
行
わ
れ
る
い
ざ
な
ぎ
流
祈
禧
の
諸
作
法
の
解
説
を
主
た
る
内
容
と
す
る
。
　
い
ざ
な
ぎ
流
は
、
近
世
期
に
当
地
で
活
動
し
た
「
博
士
」
と
称
す
る
宗
教
者
に
よ
る
病
人
祈
蒔
を
起
源
と
す
る
と
考
え
ら
れ
、
病
人
治
癒
の
祈
繍
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
そ
　
病
気
は
、
山
の
神
や
水
神
、
あ
る
い
は
そ
の
春
属
、
呪
誼
－
人
の
怨
み
、
憎
し
み
等
　
　
、
祀
ら
れ
な
い
死
霊
や
、
適
切
な
祭
祀
を
受
け
な
い
先
祖
の
霊
等
々
が
取
り
葱
い
て
苦
し
め
る
状
態
と
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
原
因
を
判
じ
、
取
り
遇
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
り
　
　
　
　
（
1
）
た
神
霊
を
除
く
祈
祷
と
し
て
行
わ
れ
る
基
本
的
な
儀
礼
が
「
押
加
持
祈
禧
」
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
取
り
懸
い
て
い
る
神
霊
が
何
か
を
伺
う
「
門
は
ず
し
」
が
行
わ
れ
る
が
、
特
に
山
川
で
不
慮
の
死
を
遂
げ
る
等
の
理
由
で
、
祀
ら
れ
ず
怨
み
を
抱
い
た
「
キ
ュ
ウ
セ
ン
亡
者
」
が
取
り
懸
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
を
判
じ
、
こ
れ
を
除
去
す
る
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ょ
う
げ
法
と
し
て
行
わ
れ
る
の
が
「
霊
解
は
ず
し
」
で
あ
る
。
　
本
書
に
は
、
ま
ず
こ
の
霊
解
は
ず
し
に
つ
い
て
の
作
法
の
詳
細
が
記
さ
れ
る
。
　
興
味
深
い
の
は
、
死
霊
ば
か
り
で
な
く
「
山
の
魔
群
・
川
の
魔
性
」
は
じ
め
春
属
た
ち
が
、
病
人
の
体
に
取
り
遇
い
て
「
よ
れ
て
も
つ
れ
て
」
遊
ん
で
い
る
と
の
認
識
の
も
と
に
祈
禧
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
病
人
の
体
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
死
霊
と
も
「
取
り
分
け
て
」
、
相
応
の
供
養
を
し
た
上
で
、
も
と
の
棲
み
か
に
送
り
返
す
作
法
を
行
う
。
　
死
霊
に
関
し
て
は
、
「
西
方
九
品
が
浄
土
、
仏
の
国
」
へ
渡
る
よ
う
祈
禧
を
行
い
、
「地
国
ざ
ら
え
和
讃
」
「
釈
迦
讃
念
仏
」
「
弘
法
大
師
の
掟
念
仏
」
「
本
尊
渡
し
の
念
仏
」
「
安
心
和
讃
」
等
を
唱
え
、
死
霊
を
慰
撫
し
、
浄
土
へ
成
仏
さ
せ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
体
の
一
部
が
特
別
に
痛
む
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
同
じ
箇
所
が
痛
ん
で
死
ん
だ
死
霊
が
取
り
遇
い
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
こ
う
し
た
際
に
「
病
疫
神
祓
い
」
な
る
特
別
の
祓
い
を
行
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
　
と
こ
ろ
で
死
霊
ば
か
り
で
な
く
、
墓
に
葬
ら
れ
供
養
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
祖
霊
が
家
族
の
者
に
、
病
気
や
怪
我
、
事
故
な
ど
の
不
都
合
を
な
す
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
場
合
に
行
わ
れ
る
の
が
「
仏
の
取
り
分
け
作
法
」
で
あ
る
。
　
こ
れ
は
占
者
に
よ
っ
て
、
先
祖
の
供
養
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
判
ぜ
ら
れ
て
、
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
と
い
い
、
あ
る
い
は
ま
た
、
長
い
間
、
先
祖
供
養
を
怠
っ
た
が
た
め
に
、
子
孫
が
夢
告
等
に
よ
り
供
養
の
催
促
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。
　
子
孫
に
崇
り
を
な
す
よ
う
な
先
祖
は
、
死
後
百
年
を
越
え
て
、
名
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
大
先
祖
の
霊
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
死
霊
の
場
合
、
長
い
年
月
の
間
に
、
墓
所
に
山
ミ
サ
キ
・
川
ミ
サ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
「
魔
群
」
「
魔
性
」
が
寄
り
添
い
集
ま
り
、
と
も
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
が
　
災
い
が
生
じ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
諸
春
属
が
「
汚
ら
い
不
浄
」
と
な
っ
て
、
施
主
の
供
え
た
供
物
を
掠
め
取
る
等
の
障
害
を
及
ぼ
す
か
ら
で
、
従
っ
て
、
先
祖
の
霊
の
供
養
に
先
だ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
魔
群
・
魔
性
た
ち
を
先
祖
よ
り
切
り
離
し
、
「
山
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
モ
ノ
は
山
へ
、
川
の
モ
ノ
は
川
へ
」
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
棲
み
処
へ
送
り
返
す
儀
礼
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
そ
　
て
ん
げ
し
ょ
う
　
御
幣
と
し
て
、
荒
神
・
山
の
神
・
水
神
・
六
道
・
呪
誼
・
天
下
正
・
祓
い
幣
等
が
作
ら
れ
、
供
え
の
米
を
入
れ
た
円
桶
に
立
て
ら
れ
て
、
祈
り
が
行
わ
れ
る
。
特
に
六
道
ミ
テ
グ
ラ
に
は
、
大
先
祖
の
墓
所
を
始
め
と
す
る
、
家
の
全
て
の
墓
の
立
つ
地
の
土
が
少
し
ず
つ
集
め
ら
れ
、
そ
の
内
に
入
れ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
春
属
に
先
祖
の
霊
と
の
縁
切
り
を
し
て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
の
み
や
げ
と
し
て
供
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
春
属
・
精
霊
を
取
り
集
め
た
幣
束
は
、
紙
に
包
み
縄
で
括
っ
て
荷
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
祓
い
・
送
り
鎮
め
が
行
わ
れ
た
後
、
続
い
て
行
わ
れ
る
先
祖
の
霊
の
供
養
儀
礼
の
中
で
、
土
中
に
埋
め
鎮
め
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ヅ
　
先
祖
の
供
養
が
行
わ
れ
る
の
は
、
祖
霊
の
祀
ら
れ
る
墓
に
お
い
て
で
、
各
墓
に
水
フ
ダ札
を
立
て
、
卍
札
を
拝
み
石
　
　
線
香
・
供
物
等
を
供
え
る
墓
前
の
石
　
　
の
下
に
埋
め
て
鎮
め
の
上
印
と
し
、
さ
ら
に
供
養
柱
を
一
番
古
い
墓
の
後
ろ
に
立
て
る
。
こ
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の
際
に
、
取
り
分
け
を
し
て
荷
に
ま
と
め
ら
れ
た
幣
束
類
が
供
養
柱
の
下
に
埋
め
ら
れ
、
そ
の
上
に
石
が
乗
せ
ら
れ
、
五
印
鎮
め
に
よ
る
鎮
め
が
な
さ
れ
て
封
じ
こ
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
取
り
分
け
作
法
は
、
い
ざ
な
ぎ
流
に
お
い
て
は
一
般
に
、
日
月
祭
、
オ
ン
ザ
キ
神
等
、
家
の
神
祭
り
や
神
社
の
大
祭
等
に
お
い
て
、
祭
り
の
正
常
な
進
行
を
妨
げ
る
諸
精
霊
を
除
去
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
ま
と
め
ら
れ
た
幣
束
は
人
の
立
ち
入
ら
な
い
山
中
に
埋
め
ら
れ
た
り
、
川
に
流
す
等
の
方
法
が
と
ら
れ
る
。
　
仏
の
取
り
分
け
に
お
い
て
も
、
茶
碗
を
叩
き
鳴
ら
し
て
呪
誼
幣
に
呪
誼
神
を
集
め
る
と
い
っ
た
特
徴
的
な
作
法
が
行
わ
れ
る
が
、
祖
霊
が
原
因
と
な
る
病
気
の
治
療
儀
礼
の
一
環
と
し
て
、
諸
精
霊
を
取
り
集
め
荷
に
ま
と
め
た
幣
束
を
墓
所
の
供
養
柱
の
下
に
埋
め
る
の
は
、
通
常
の
取
り
分
け
作
法
の
応
用
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。
　
本
書
に
は
ま
た
、
墓
の
改
葬
の
方
法
が
記
さ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
祖
霊
を
移
す
た
め
に
行
わ
れ
る
「
塚
起
こ
し
作
法
」
で
あ
る
。
　
墓
中
に
眠
る
祖
霊
を
呼
び
起
こ
す
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
作
法
は
、
本
来
、
い
ざ
な
ぎ
流
に
お
い
て
祖
霊
を
家
の
守
護
神
〈
ミ
コ
神
〉
に
転
生
さ
せ
る
た
め
の
「
取
り
上
げ
神
楽
」
で
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
。
墓
前
に
お
い
て
「
斎
幣
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
の
御
幣
に
祖
霊
を
移
す
点
も
共
通
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
い
ざ
な
ぎ
流
に
特
徴
的
な
作
法
を
核
と
し
て
儀
礼
が
構
成
さ
れ
て
い
る
点
、
看
過
で
き
な
い
。
　
ほ
か
に
本
書
に
は
、
神
道
葬
祭
、
年
忌
の
祭
、
百
万
遍
念
仏
、
盆
行
事
の
作
法
等
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
る
。
　
山
深
い
物
部
の
村
に
は
、
至
る
と
こ
ろ
、
諸
所
に
数
多
の
ミ
サ
キ
、
魔
群
・
魔
性
が
棲
息
す
る
。
こ
れ
ら
の
中
よ
り
、
祀
り
供
養
す
べ
き
精
霊
を
他
か
ら
よ
り
分
け
る
こ
と
が
、
儀
礼
の
上
で
少
な
か
ら
ぬ
部
分
を
占
め
る
が
、
こ
う
し
た
点
、
ま
た
、
よ
り
分
け
ら
れ
た
精
霊
に
対
す
る
祭
祀
、
供
養
を
行
う
点
に
、
地
域
環
境
に
根
ざ
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
い
ざ
な
ぎ
流
祈
禧
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
註（
1
）
　
豊
孝
太
夫
記
の
資
料
群
中
に
は
、
『
押
加
持
祈
禧
』
に
つ
い
て
の
一
冊
が
収
め
ら
れ
る
。
（
2
）
　
拙
論
「
死
霊
・
祖
霊
を
め
ぐ
る
い
ざ
な
ぎ
流
御
祈
祷
」
（
福
田
晃
古
希
記
念
論
集
刊
行
委
員
　
会
編
『
伝
承
文
化
の
展
望
ー
日
本
の
民
俗
・
古
典
・
芸
能
ー
』
所
収
、
三
弥
井
書
店
、
平
成
　
十
五
年
一
月
）
参
照
。
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〔凡
例
〕
・
字
体
は
、
正
字
・
異
体
字
・
通
行
字
等
、
で
き
得
る
限
り
、
原
文
に
近
い
字
で
翻
　
刻
し
た
。
・
行
取
り
は
、
本
文
の
改
行
箇
所
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
内
容
に
基
づ
き
適
宜
改
め
た
。
　
そ
の
際
、
唱
え
言
等
の
詞
章
は
原
則
と
し
て
、
一
字
下
げ
、
ま
た
は
二
字
下
げ
に
　
し
て
、
そ
の
箇
所
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
し
た
。
・
改
丁
行
を
、
　
」
　
に
よ
っ
て
示
し
、
そ
の
下
に
丁
数
を
記
し
た
。
た
だ
し
、
文
　
の
途
中
で
の
改
丁
の
場
合
の
み
、
あ
わ
せ
て
翻
刻
文
中
に
改
丁
箇
所
を
　
／
　
に
　
よ
っ
て
示
し
た
。
・
句
点
、
読
点
は
、
原
文
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
意
味
、
内
容
に
基
づ
き
適
宜
改
め
た
。
　
そ
の
際
　
・
（
中
点
）
に
改
め
た
箇
所
も
存
す
。
・
原
文
に
は
、
見
出
し
点
と
し
て
◎
　
○
　
○
　
・
や
こ
れ
ら
に
類
す
る
い
く
つ
か
　
の
記
号
、
及
び
、
○
囲
み
数
字
等
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
朱
・
墨
両
様
　
あ
り
、
ま
た
細
竹
の
断
面
で
印
し
た
も
の
、
筆
記
し
た
も
の
の
両
様
が
混
在
す
る
。
　
こ
れ
ら
を
正
確
に
区
別
し
て
再
現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
で
き
得
る
か
ぎ
り
　
近
い
記
号
に
よ
っ
て
翻
刻
し
た
。
・
末
梢
文
字
は
、
原
則
と
し
て
翻
刻
せ
ず
、
抹
消
文
字
が
存
す
る
こ
と
も
示
さ
な
　
か
っ
た
。
・
原
文
は
、
現
代
の
用
字
と
は
こ
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
当
て
字
が
多
く
用
い
ら
れ
て
　
い
る
が
、
マ
マ
等
の
注
記
は
最
小
限
に
止
ど
め
た
。
翻
刻
者
の
注
記
は
右
脇
に
　
（
）
内
に
記
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ロ
　
昭
和
五
十
五
年
国
重
要
文
形
文
化
財
指
定
伊
葬
諾
流
式
次
第
仏
法
の
作
法
　
押
加
持
祈
祷
の
内
　
　
　
　
　
　
霊
偶
は
つ
し
の
項
よ
り
伊
葬
諾
流
に
古
代
よ
り
伝
わ
る
仏
祀
り
法
平
成
六
年
作
制
本
　
制
紙
人
得
制
香
美
郡
物
部
村
山
崎
　
山
崎
喜
章
手
記
者
　
香
美
郡
物
部
村
大
栃
一
四
六
七
ノ
一
　
伊
葬
諾
流
伝
承
者
　
　
　
　
　
　
小
松
豊
孝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
才
　
此
の
本
に
は
押
加
持
祈
祷
の
内
で
二
本
に
ま
と
め
得
な
い
分
を
、
書
い
て
有
る
。
　
つ
“
い
て
仏
法
の
し
だ
い
を
一
本
に
ま
と
め
る
べ
く
、
伊
葬
諾
流
に
、
古
代
よ
り
傳
わ
つ
て
居
る
、
仏
祀
り
の
作
法
を
ま
と
め
た
。
寺
の
住
職
の
知
ら
な
い
様
な
字
文
の
書
し
て
有
る
。
　
一
部
桑
の
川
、
小
松
為
繁
氏
よ
り
の
て
い
供
の
字
文
も
有
る
。
　
百
萬
扁
念
仏
供
養
の
作
法
を
後
か
ら
綴
ぢ
そ
ゑ
て
有
る
。
目
次
一
、
霊
偶
は
つ
し
の
設
明
一
、
仏
事
に
依
る
祈
祷
の
準
備
、
字
文
一
、
本
尊
が
け
の
字
文
　
　
コ
ン
一
、
霊
鬼
を
、
幣
束
に
呼
集
め
る
字
文
一
、
成
仏
し
て
居
る
仏
人
の
霊
を
、
仏
の
国
え
送
る
法
文
一
、
成
仏
出
来
て
お
ら
な
い
仏
人
、
就
仏
さ
す
字
文
一
、
1
、
人
地
獄
さ
ら
ゑ
和
讃
」
扉
」
扉
　
見
返
し
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8
、
一
、
仏
様
を
取
分
け
祀
の
法
　
　
　
此
の
作
法
、
他
所
に
は
な
い
仏
祀
り
の
作
法
也
り
　
、
先
祖
の
墓
を
、
改
葬
す
る
作
法
し
だ
い
　
、
七
山
和
讃
　
　
　
仏
を
呼
ん
で
、
祈
念
祈
祷
の
時
に
使
ふ
字
文
。
塚
起
　
　
　
に
も
使
ふ
。
一
、
地
獄
ざ
ら
え
和
讃
　
　
　
塚
起
の
時
に
必
要
な
字
文
。
是
も
他
地
方
に
は
な
い
。
一
、
石
碑
を
新
し
く
建
て
る
時
の
作
法
一
、
石
碑
を
処
分
す
る
作
法
一
、
本
尊
祀
り
、
及
び
仏
事
を
行
っ
た
後
で
鎮
め
の
字
文
　
　
師
傳
の
法
文
此
の
書
、
仏
事
に
応
用
出
来
る
、
古
式
の
法
也
　
神
道
葬
祭
作
法
、
神
道
法
に
よ
る
年
祭
　
百
萬
扁
念
仏
供
養
の
起
源
と
修
法
、
意
儀
に
つ
い
て
の
作
2
、
釈
迦
讃
念
仏
3
、
弘
法
大
師
の
掟
て
念
仏
4
、
月
割
経
仏
の
渡
し
5
、
十
文
渡
し
の
念
仏
6
、
本
尊
渡
し
念
仏
7
、
過
去
聖
霊
正
畳
　
　
安
心
和
讃
法
と
設
明
　
文
中
の
引
き
つ
ぎ
の
字
文
は
例
文
で
有
る
か
ら
、
は
て
き
と
う
で
な
い
字
文
も
有
る
。
他
の
人
に
」
一
オ
一
、
物
部
の
奥
地
に
傳
わ
る
盆
祭
り
の
作
法
◎
伊
葬
諾
流
に
伝
わ
る
仏
法
の
式
し
だ
い
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ウ
ゲ
　
先
づ
押
加
持
祈
祷
祈
り
の
問
は
つ
し
の
し
だ
い
で
、
霊
解
は
つ
し
と
云
ふ
項
目
の
作
法
に
つ
い
て
（
押
加
持
の
項
に
は
な
い
分
）
　
レ
オ
ゲ
○
霊
解
と
は
、
キ
ュ
ウ
仙
亡
者
の
魂
塊
の
事
で
、
山
川
道
海
等
で
、
非
業
の
死
を
し
た
人
間
で
、
成
仏
出
来
て
居
な
い
霊
、
又
は
昔
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
カ
中
頃
今
当
代
に
讃
め
た
塚
や
墓
等
、
無
縁
仏
の
魂
し
い
が
相
性
し
だ
い
に
病
人
に
取
り
つ
い
て
、
願
い
を
叶
え
よ
う
と
し
て
居
る
様
な
状
態
を
云
ふ
。
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
ヌ
シ
　
又
は
時
と
し
て
地
主
先
祖
で
有
つ
た
り
、
其
の
病
人
の
血
縁
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
死
ん
だ
人
が
、
年
忘
供
養
が
ほ
し
い
と
願
つ
て
居
る
場
合
も
有
り
、
他
人
の
世
界
の
亡
者
は
経
文
を
さ
づ
け
て
成
仏
さ
し
て
、
仏
の
国
え
送
つ
て
や
る
様
に
、
病
人
と
か
ん
け
い
の
有
る
も
の
が
、
年
忌
供
養
が
ほ
し
い
／
と
、
さ
い
そ
く
不
足
で
有
れ
ば
、
其
の
場
で
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
な
い
作
法
で
有
れ
ば
、
日
を
替
え
て
後
日
に
任
道
作
法
に
し
て
　
　
　
　
ガ
ン
タ
テ
や
る
様
に
願
立
納
速
に
し
て
、
一
と
先
づ
病
人
か
ら
は
つ
す
様
な
処
置
に
し
て
祈
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ウ
リ
ヨ
①
、
心
が
ま
え
　
此
の
場
合
に
は
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
と
言
い
僧
呂
　
に
成
つ
た
つ
も
り
で
、
ケ
サ
も
掛
け
て
リ
ン
も
な
ら
す
。
②
、
ミ
テ
グ
ラ
の
前
に
小
サ
イ
膳
に
サ
カ
ヅ
キ
其
の
他
の
入
物
に
　
ご
は
ん
を
三
個
位
い
、
お
茶
、
水
・
菓
子
・
果
物
等
を
少
し
ヅ
　
ツ
供
え
て
、
香
も
た
け
る
る
様
に
と
・
の
え
る
。
③
、
先
づ
前
楯
後
ろ
楯
に
神
仏
を
頼
む
。
　
　
仏
の
事
を
す
る
場
合
に
は
、
本
尊
様
を
余
計
に
た
の
む
様
に
、
　
こ
り
く
ば
り
を
祈
る
。
◎
引
き
つ
ぎ
の
祈
り
方
　
　
汚
い
け
し
か
ら
」
　
ウ
」
ニ
オ
161
国立歴史民俗博物館研究報告
　　第125集2006年3月
　
　
別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま
せ
ん
、
神
が
守
目
／
字
文
の
博
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ャ
ト
　
　
士
は
十
六
天
、
何
性
・
何
の
年
の
米
主
病
者
に
時
使
は
れ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
ン
　
祈
り
始
め
て
ご
ざ
る
が
、
米
主
病
者
は
か
る
く
の
身
に
重
く
　
　
な
さ
い
な
ん
か
・
り
て
、
苦
る
し
み
お
こ
り
に
、
さ
め
よ
も
　
　
強
く
に
ご
ざ
り
て
、
御
祈
祷
加
持
よ
の
し
だ
い
と
、
祈
り
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
　
　
め
て
、
し
だ
い
シ
ダ
イ
で
米
主
病
者
え
取
り
て
は
、
五
方
十
　
　
二
が
方
か
ら
キ
ウ
仙
亡
者
、
行
き
相
い
、
来
相
い
、
見
い
り
　
　
も
是
有
り
申
さ
う
儀
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
師
匠
し
だ
い
で
縁
切
　
　
り
お
く
り
祓
い
の
前
と
は
相
成
り
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
釈
迦
　
　
の
コ
ミ
コ
の
自
法
自
力
に
相
い
参
ら
せ
ん
、
大
小
神
祇
、
高
　
　
ホ
ト
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
　
　
や
仏
の
御
本
尊
様
を
は
御
祈
祷
殿
え
送
り
迎
え
て
、
た
し
か
　
　
な
前
楯
後
ろ
楯
御
ん
引
き
次
ぎ
を
頼
み
参
ら
す
る
、
十
六
天
　
　
に
わ
、
そ
な
わ
り
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
地
神
・
公
神
・
地
　
　
台
・
土
偶
荒
神
・
三
神
屋
の
神
、
太
小
神
祇
／
王
竜
王
様
、
　
　
天
忠
姫
宮
、
伊
葬
諾
太
神
、
当
所
氏
神
、
大
小
神
祇
、
神
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
　
　
守
目
の
前
楯
後
楯
の
大
小
神
祇
師
匠
の
方
の
大
小
神
祇
、
村
　
　
で
も
一
社
郷
で
も
一
社
、
国
で
は
大
社
の
大
小
神
祇
様
、
三
　
　
処
は
一
チ
目
に
、
キ
ュ
ウ
仙
亡
者
の
け
や
は
つ
し
式
法
し
だ
　
　
い
に
御
祈
祷
殿
え
送
り
迎
え
を
し
ま
い
ら
す
る
。
下
り
入
り
　
　
用
合
召
さ
れ
て
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
の
、
御
祈
祷
文
を
、
相
い
　
　
や
叶
え
て
賜
わ
れ
た
の
み
ま
い
ら
す
る
。
（注
　
筆
者
は
其
の
時
に
よ
り
て
、
も
っ
と
澤
山
神
様
の
名
を
呼
み
上
げ
る
場
合
も
有
る
）
　
　
　
　
本
尊
が
け
（本
尊
様
を
御
祈
祷
し
だ
い
え
お
迎
え
す
る
字
文
の
事
。
人
に
よ
り
処
に
よ
り
て
、
自
分
の
得
手
し
だ
い
に
行
っ
て
よ
い
が
、
其
の
地
方
の
お
寺
堂
を
始
に
、
だ
ん
だ
ん
と
遠
く
の
有
名
な
寺
院
に
／
」
ニ
ウ
」
三
オ
」
三
ウ
広
げ
て
御
祈
祷
の
御
た
す
け
を
御
願
い
す
る
字
文
で
、
唯
亡
者
の
事
を
す
る
の
で
御
本
尊
様
を
引
き
次
に
お
願
す
る
と
云
ふ
本
す
ぢ
と
心
得
え
る
こ
と
也
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヂ
　
◎
当
所
処
の
氏
寺
本
尊
様
が
楮
佐
古
に
、
福
泉
寺
正
観
音
菩
薩
、
　
　
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
　
　
高
の
板
山
不
動
明
王
、
上
池
に
お
薬
師
如
来
、
神
通
に
大
日
　
　
如
来
、
久
保
村
に
十
一
面
観
音
菩
薩
、
大
西
に
地
蔵
菩
薩
、
　
　
笹
村
に
は
普
賢
菩
薩
、
正
観
音
、
黒
代
お
阿
弥
陀
如
来
、
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
カ
イ
　
　
堂
十
一
面
観
音
、
安
丸
大
日
如
来
、
別
府
阿
洲
の
界
に
地
蔵
　
　
菩
薩
、
田
の
元
弘
法
大
師
、
柿
の
火
手
に
阿
弥
陀
如
来
、
市
　
　
宇
古
土
居
、
地
蔵
菩
薩
、
別
役
大
日
如
来
、
岡
の
内
誓
渡
寺
　
　
に
地
蔵
菩
薩
、
も
も
お
に
お
薬
師
如
来
／
根
木
屋
に
地
蔵
菩
、
　
　
小
浜
に
観
音
菩
薩
、
押
谷
に
金
剛
福
寺
に
お
弥
陀
如
来
、
佐
　
　
岡
に
お
薬
如
来
、
仙
頭
に
光
明
寺
に
お
阿
弥
陀
如
来
、
地
蔵
　
　
菩
薩
、
高
尾
に
お
薬
師
如
来
、
大
栃
に
お
阿
弥
陀
如
来
、
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン
テ
ウ
　
　
津
尾
お
薬
師
如
来
、
頓
定
阿
弥
陀
如
来
、
弘
法
大
師
、
中
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ブ
セ
　
　
川
、
馬
頭
観
音
、
拓
に
十
一
面
観
音
、
庄
谷
相
に
地
蔵
菩
　
　
薩
、
新
四
国
の
御
本
尊
様
を
こ
う
り
の
字
文
で
御
祈
祷
殿
え
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ン
ジ
　
　
送
り
迎
を
し
ま
い
ら
す
る
、
時
を
半
時
に
お
り
入
り
用
合
な
　
，
　
　
さ
れ
て
、
キ
ュ
ウ
仙
亡
者
の
取
り
や
納
め
の
式
法
次
第
の
、
　
　
た
ま
か
な
前
楯
て
後
ろ
立
て
、
御
ん
取
り
次
ぎ
を
た
の
み
ま
　
　
い
ら
す
る
、
し
だ
い
し
だ
い
に
七
ヶ
所
七
堂
伽
藍
の
御
本
尊
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
リ
　
　
／
様
え
、
行
秀
の
は
つ
ほ
を
ま
い
ら
す
る
、
佐
古
村
に
太
日
　
　
如
来
、
国
分
寺
に
千
手
観
音
、
一
区
一
の
宮
の
善
楽
時
阿
弥
　
　
陀
如
来
、
五
台
山
竹
林
寺
文
殊
菩
薩
、
セ
ツ
ケ
イ
寺
に
薬
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
チ
　
　
如
来
、
種
間
寺
に
薬
師
如
来
、
十
市
村
ブ
ゼ
ン
寺
に
お
阿
弥
　
　
陀
如
来
、
七
ヶ
所
七
堂
伽
藍
の
御
本
尊
様
を
、
コ
オ
リ
の
字
　
　
文
で
送
り
迎
を
し
ま
い
ら
す
る
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
御
本
尊
」
四
オ
」
四
ウ
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様
、
西
国
三
十
三
番
、
東
シ
東
国
三
十
三
番
仲
、
中
国
も
三
　
　
十
三
番
、
百
番
伽
藍
の
ご
本
尊
様
、
紀
伊
の
国
伊
頭
郡
リ
、
　
　
高
野
山
に
日
本
一
チ
メ
の
弘
法
大
師
、
信
洲
信
野
の
国
善
光
　
　
寺
、
江
戸
に
は
浅
草
寺
観
音
菩
薩
、
二
十
八
山
、
五
十
八
山
、
　
　
八
十
八
山
、
二
百
五
十
八
山
、
五
百
八
十
八
山
、
高
山
本
尊
　
　
／
大
峯
本
山
御
本
尊
様
、
三
処
は
一
チ
メ
に
、
コ
ー
リ
の
字
　
　
文
で
御
祈
祷
殿
え
、
送
り
迎
え
を
し
ま
い
ら
す
る
、
大
小
神
　
　
　
　
　
　
ホ
ト
　
　
祇
、
高
や
仏
け
の
御
本
尊
様
を
は
、
神
道
ミ
チ
ハ
シ
一
チ
の
　
　
太
神
で
行
い
請
じ
ま
い
ら
す
る
。
　
（
是
よ
り
神
道
の
行
い
文
を
唱
え
る
）
　
　
時
を
半
時
に
御
祈
祷
殿
、
七
十
五
五
に
相
掛
ヶ
向
ふ
白
葉
の
　
　
御
幣
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
え
下
り
入
り
用
合
召
さ
れ
て
た
ま
わ
れ
、
　
　
布
米
主
病
者
え
五
方
十
二
ヶ
方
よ
り
、
御
本
尊
様
か
ら
チ
カ
　
　
ク
守
り
が
強
く
に
ご
ざ
れ
ば
、
御
法
力
で
守
り
は
つ
い
て
、
　
　
元
の
堂
寺
伽
藍
え
行
い
上
げ
て
賜
わ
れ
、
首
ツ
リ
、
．
キ
ウ
仙
、
　
　
川
流
、
血
子
の
亡
者
、
他
人
の
世
界
の
死
霊
、
も
う
霊
、
ミ
　
　
サ
キ
に
、
行
き
相
来
相
見
入
り
が
強
く
に
ご
ざ
れ
ば
、
御
ん
　
　
ミ
チ
ビ
　
　
導
き
で
／
六
道
御
幣
え
引
き
や
渡
い
て
、
黄
金
の
花
ベ
ラ
花
　
　
ミ
テ
グ
ラ
え
請
じ
直
い
て
経
文
授
け
て
、
ザ
イ
シ
ヨ
願
い
で
　
　
ホ
ト
ケ
　
　
仏
の
国
え
と
、
送
り
渡
い
て
、
身
に
相
ふ
御
祈
祷
、
相
い
や
　
　
叶
え
て
給
わ
れ
頼
み
参
ら
す
る
、
○
○
注
　
是
よ
り
死
霊
魂
醜
を
、
ミ
テ
グ
ラ
に
集
め
る
作
法
字
文
　
六
道
幣
を
、
ミ
テ
グ
ラ
の
上
に
か
ざ
し
て
コ
キ
ザ
ミ
に
上
下
し
な
か
ら
少
し
声
を
長
め
に
和
サ
ン
風
に
唱
え
る
。
　
　
　
　
マ
モ
リ
　
◎
ち
か
く
守
が
強
く
に
ご
ざ
る
か
、
年
忌
尋
ね
で
ご
ざ
る
か
、
　
　
祈
念
の
尋
ね
で
ご
ざ
る
か
、
御
判
尋
ね
で
ご
ざ
る
か
、
祈
念
　
　
の
忌
み
月
、
御
判
の
忌
日
で
ご
ざ
れ
ば
、
大
小
御
判
は
並
す
」
五
オ
」
五
ウ
　
　
ゑ
申
さ
ん
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
が
六
道
御
幣
、
是
れ
の
く
ら
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
割
り
や
用
合
任
立
た
、
是
の
り
く
ら
え
サ
ラ
く
み
あ
そ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ビ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ジ
ウ
　
　
用
合
成
り
給
え
、
死
人
魂
醜
た
ま
し
い
／
は
、
今
世
此
の
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
シ
　
　
で
山
の
魔
群
、
川
の
魔
群
、
今
世
四
足
、
米
主
氏
子
の
五
尺
　
　
の
体
で
よ
れ
て
も
つ
れ
て
、
花
の
こ
も
ん
の
あ
そ
び
と
見
え
　
　
る
が
取
り
分
け
て
、
山
の
魔
郡
は
山
の
と
な
か
え
、
川
の
魔
　
　
性
は
お
川
が
七
里
三
千
こ
う
え
、
い
き
れ
う
四
足
は
主
人
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
シ
　
　
影
え
、
送
い
返
い
て
ま
い
ら
す
る
、
米
主
病
者
の
五
尺
の
体
　
　
だ
は
、
今
世
此
の
世
え
シ
ツ
カ
と
ツ
ナ
ギ
止
め
た
、
死
霊
魂
　
　
醜
タ
マ
ス
イ
は
取
り
分
ケ
て
、
六
道
御
幣
是
れ
の
り
ぐ
ら
え
、
　
　
よ
み
や
集
め
て
字
文
法
文
、
た
い
し
て
経
文
授
け
て
浮
び
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ガ
　
　
念
仏
で
、
罪
て
う
繰
を
携
ふ
て
、
仏
ケ
の
心
で
極
楽
浄
土
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
ヌ
シ
　
　
の
国
え
、
安
座
の
位
い
に
送
り
渡
い
て
ま
い
ら
す
る
、
米
主
　
　
病
者
の
五
尺
の
体
だ
、
有
る
よ
の
物
の
御
縁
を
切
ら
い
て
、
　
　
／
六
道
幣
を
つ
た
う
て
、
黄
金
の
花
ビ
ラ
花
ミ
テ
グ
ラ
ゑ
、
　
　
サ
ラ
く
集
り
み
あ
そ
び
用
合
成
り
た
ま
え
、
◎
注
　
是
よ
り
六
道
御
を
、
ミ
テ
グ
ラ
の
後
に
建
て
て
、
山
川
一
切
の
者
に
ブ
ニ
ア
テ
ヒ
ケ
イ
を
や
つ
て
、
元
の
住
み
か
え
も
ど
る
様
に
米
ツ
ブ
を
投
げ
入
れ
て
ま
つ
る
。
　
次
に
線
香
を
最
初
は
七
本
建
て
る
。
寺
の
住
職
は
両
方
に
各
二
本
、
ま
ん
中
に
一
本
建
て
る
決
り
が
有
る
。
此
の
時
に
焼
香
供
養
を
唱
え
れ
ば
良
い
。
　
次
に
仏
法
の
け
が
れ
祓
い
作
法
。
マ
ツ
香
を
少
量
手
の
平
に
お
い
て
、
手
を
合
せ
て
字
文
と
共
に
ス
リ
合
し
、
字
文
終
り
て
自
分
の
体
に
か
け
る
。
汚
消
の
字
文
　
◎
ゴ
ブ
ン
　
ホ
ツ
シ
ン
を
マ
エ
ナ
シ
給
工
（
三
回
く
り
返
ス
）
　
　
ゴ
ブ
ン
　
ホ
ツ
シ
ン
ト
　
イ
ッ
パ
カ
イ
デ
ウ
　
エ
ゲ
タ
ツ
ゲ
」
六
オ
」
六
ウ
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ダ
ツ
　
チ
ケ
ン
の
印
と
開
カ
セ
給
工
（
コ
コ
デ
カ
ム
ル
）
次
は
仏
法
の
祓
い
　
ズ
ズ
お
も
み
乍
ら
に
唱
え
る
　
◎
ゲ
ン
イ
ー
ス
ウ
ク
ン
デ
ー
フ
ウ
キ
ウ
ー
ホ
オ
ク
　
シ
イ
ク
ー
　
　
ゴ
ン
デ
ン
イ
ー
シ
ユ
ウ
　
サ
ン
ガ
イ
経
　
シ
ン
ブ
ド
ウ
　
シ
　
　
イ
ソ
ン
ブ
ー
　
サ
ァ
モ
オ
コ
ウ
　
サ
ァ
モ
オ
コ
　
ホ
ロ
ン
ジ
　
　
ャ
ー
ホ
ロ
ン
ミ
ー
　
○
注
、
か
ね
を
打
ち
始
に
唱
え
る
字
文
　
◎
セ
ジ
ョ
ウ
ボ
オ
、
シ
ョ
メ
ツ
　
ユ
イ
ジ
ユ
ン
　
ユ
ウ
メ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
ヲ
カ
イ
リ
キ
　
　
ユ
ウ
ラ
ク
メ
ツ
　
法
解
力
、
打
チ
ヤ
開
ク
ゾ
　
カ
ネ
ノ
ヒ
、
・
　
　
キ
ニ
　
ユ
メ
サ
メ
テ
　
ア
ウ
ン
ノ
ニ
字
を
聞
ク
ゾ
時
　
キ
ミ
　
　
ヨ
ウ
　
ウ
ン
　
ウ
ン
　
ウ
ン
　
○
注
　
右
三
回
く
り
返
し
乍
ら
、
金
を
打
ち
乍
ら
か
る
く
お
が
　
　
む
。
　
　
　
是
よ
り
先
は
折
り
本
に
記
し
て
有
る
通
り
に
①
、
開
経
偏
　
終
り
て
何
の
為
に
何
を
す
る
か
を
唱
え
る
②
、
ザ
ン
悔
文
　
　
③
、
三
帰
　
　
④
、
三
寛
⑤
、
十
善
戒
　
　
⑥
、
発
菩
提
真
言
　
　
7
、
三
摩
耶
戒
真
言
⑦
、
弘
法
大
師
真
言
　
　
⑪
、
十
三
仏
の
真
言
　
般
若
心
経
（
く
り
返
し
唱
え
る
、
是
は
迎
え
た
本
尊
様
に
廻
向
を
兼
ね
て
、
祓
い
清
の
意
味
に
て
）
○
注
　
是
よ
り
先
は
キ
ウ
仙
亡
者
、
病
人
に
懸
い
て
居
る
と
思
わ
れ
る
霊
に
対
し
て
、
経
文
を
授
け
て
や
る
か
ら
病
人
の
縁
を
切
つ
て
、
う
か
び
て
、
浄
土
の
仏
の
国
え
渡
る
様
に
よ
み
分
を
唱
え
て
言
い
き
か
し
て
、
般
惹
心
経
、
観
音
経
、
光
明
真
言
、
其
の
他
に
是
と
思
ふ
経
を
唱
え
て
、
身
肌
の
縁
を
切
ら
い
て
、
三
尺
四
面
を
　
　
　
ヤ
ス
一
チ
の
休
場
で
、
西
は
サ
イ
方
九
ホ
ン
が
浄
土
仏
ヶ
の
国
ゑ
渡
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
か
、
ク
ジ
で
伺
つ
て
見
る
。
行
け
る
と
成
れ
ば
米
を
や
っ
て
、
す
」
七
オ
」
七
ウ
べ
て
の
縁
切
を
祈
っ
て
、
御
祈
殿
を
送
り
出
し
て
、
後
は
上
印
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
オ
ゲ
舎
利
礼
を
数
回
掛
て
、
霊
解
は
つ
し
は
出
来
た
事
に
成
る
。
出
来
ね
ば
何
故
か
を
調
べ
て
、
／
祈
祷
に
相
ふ
様
な
祈
り
方
を
考
え
て
見
る
。
　
霊
解
附
の
病
人
祈
祷
の
時
に
、
其
の
病
人
が
特
別
に
い
た
む
処
が
有
る
場
合
、
懸
か
れ
た
霊
が
其
の
処
が
い
た
く
て
死
ん
だ
人
の
場
合
も
有
り
、
そ
ん
な
時
に
は
病
役
神
祓
い
で
祓
ふ
て
縁
切
り
を
せ
ん
と
行
か
ん
場
合
も
時
に
は
有
る
と
心
得
る
べ
し
。
　
次
に
父
小
松
達
吾
傳
の
仏
け
を
送
る
時
に
使
っ
た
和
讃
を
記
す
。
　
ボ
ン
彼
岸
、
ハ
シ
リ
は
つ
し
等
、
仏
け
を
う
か
ば
し
て
送
る
に
良
い
経
で
有
る
。
和
讃
、
詠
歌
風
に
唱
え
る
経
也
り
。
　
◎
此
の
な
る
金
と
申
す
る
は
、
銅
ば
ん
金
で
、
八
幡
奈
落
え
　
　
び
“
き
渡
る
ぞ
、
い
と
し
よ
ー
、
此
の
な
る
金
の
、
ひ
“
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ド
ケ
　
　
に
、
ゆ
め
さ
め
て
、
永
こ
う
安
ら
か
気
心
解
て
、
仏
ケ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
エ
　
　
心
で
浄
土
え
／
渡
り
賜
や
、
い
し
と
よ
ー
　
此
の
な
る
金
と
　
　
申
す
る
は
、
死
出
の
山
地
の
、
と
ぎ
と
成
る
、
さ
い
が
川
原
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ニ
シ
ク
ド
ク
　
　
フ
キ
ユ
オ
イ
ソ
サ
イ
　
　
ガ
ト
ウ
ヨ
　
　
の
と
ぎ
と
成
る
、
願
以
此
功
徳
　
普
及
於
一
切
　
我
等
與
　
　
シ
ユ
ジ
ヨ
ウ
　
カ
イ
グ
ジ
ヤ
ウ
プ
ノ
ド
オ
　
　
　
　
　
ア
ミ
ダ
ブ
ソ
　
　
衆
生
皆
共
成
仏
道
南
無
隔
陀
仏
、
南
無
阿
隔
陀
　
　
イ
　
⇔
壱
ち
い
ち
光
明
遍
照
十
方
勢
至
観
音
の
念
仏
の
頂
上
の
光
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
カ
ク
イ
ン
に
は
、
（
コ
・
は
文
語
体
に
て
）
⇔
印
　
　
　
　
　
ウ
　
テ
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ラ
ー
◎
上
は
、
宇
長
の
雲
の
空
、
下
は
八
幡
奈
落
が
其
の
そ
こ
迄
の
　
　
ニ
　
　
日
ち
に
ち
の
し
よ
め
ん
に
ー
、
む
ね
の
れ
ん
げ
が
開
く
な
ら
、
　
　
開
い
た
花
を
ば
ー
、
か
さ
し
差
し
ー
、
つ
ぼ
み
し
花
を
は
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
レ
　
　
手
に
持
ち
ー
、
花
の
枯
ほ
こ
つ
え
に
突
く
ー
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
ペ
ン
②
△
願
く
ば
阿
弥
陀
如
来
導
き
給
え
地
蔵
尊
、
一
片
唱
え
て
三
百
　
　
三
十
三
べ
ん
に
相
掛
向
ふ
　
弘
法
大
師
の
掟
て
の
念
仏
　
南
　
　
　
ア
　
　
ミ
　
　
無
阿
禰
陀
仏
　
南
無
阿
禰
陀
」
八
オ
」
八
ウ
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口
①
の
文
を
く
り
返
し
②
の
所
は
六
百
六
十
六
ぺ
ん
に
唱
え
る
、
◎
1
の
所
を
く
り
返
し
唱
え
て
、
⇔
2
の
所
の
字
文
、
三
回
唱
え
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
て
九
十
九
へ
ん
千
巻
経
に
相
い
掛
ケ
向
ふ
弘
法
大
師
の
掟
て
の
念
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
　
ナ
ム
ア
ミ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
　
◎
此
の
念
仏
と
申
す
る
は
ー
、
法
事
供
養
に
会
た
よ
り
ー
、
年
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
　
　
忌
ぼ
だ
い
に
会
ふ
た
よ
り
ー
、
茶
湯
御
前
に
会
ふ
た
よ
り
ー
、
　
　
　
　
マ
ツ
　
　
彼
岸
祭
り
に
会
ふ
た
よ
り
ー
、
ぼ
ん
の
祀
り
に
会
ふ
た
よ
　
　
り
ー
、
千
体
流
に
会
ふ
た
よ
り
ー
、
う
か
び
の
ね
ぶ
つ
と
唱
　
　
　
タ
　
ム
ケ
　
　
え
手
向
た
、
一
ん
し
よ
う
か
び
て
、
五
し
よ
は
さ
つ
か
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ガ
　
　
し
ゅ
う
ね
つ
、
け
む
り
も
さ
め
行
き
、
罪
て
う
繰
も
佛
ふ
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
セ
イ
　
　
仏
ケ
の
心
で
浄
土
え
渡
り
給
え
よ
い
し
と
よ
ー
、
⇔
一
切
　
　
ン
ヨ
オ
　
　
消
メ
ツ
南
無
阿
弥
陀
　
二
切
消
メ
ツ
　
三
切
消
メ
ツ
　
四
切
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
オ
　
　
消
メ
ツ
　
五
切
の
消
メ
ツ
南
無
阿
弥
陀
　
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
　
　
ツ
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ガ
ン
ニ
シ
、
ク
ド
ク
、
フ
キ
ユ
オ
、
イ
　
　
ツ
サ
イ
、
ガ
ト
ウ
ヨ
、
シ
ユ
ジ
ヤ
ウ
、
カ
イ
グ
　
ジ
ヤ
ウ
ブ
　
　
ツ
ド
ウ
◎
死
出
が
山
に
は
五
処
車
ー
、
五
所
の
車
に
召
し
の
り
て
ー
、
　
　
　
　
　
　
カ
ヂ
　
　
地
蔵
菩
薩
が
梶
を
取
る
ー
、
じ
で
の
山
路
を
打
ち
こ
え
て
ー
、
　
　
サ
イ
が
川
原
に
五
処
の
舟
ー
、
五
所
の
舟
に
は
、
打
ち
の
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヂ
　
　
て
ー
、
地
蔵
菩
薩
が
梶
を
取
る
ー
、
木
ヶ
経
が
山
を
は
ほ
に
　
　
マ
　
巻
い
て
ー
、
サ
イ
の
川
原
は
押
し
渡
る
ー
、
⇔
イ
ン
パ
ー
、
　
　
サ
ン
パ
ア
ー
、
オ
ド
ロ
ン
パ
ー
、
迷
故
の
ジ
ョ
ウ
モ
ン
　
南
　
無
阿
弥
陀
仏
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ヅ
ケ
◎
送
り
の
筆
に
は
ー
、
念
仏
唱
え
て
経
文
授
て
ま
い
ら
す
　
　
る
ー
、
上
え
引
い
た
る
ー
、
其
の
筆
が
ー
、
九
ホ
ン
が
浄
土
　
針
の
地
国
ゑ
渡
る
道
ー
、
下
ゑ
引
い
た
る
ー
、
其
の
筆
が
ー
、
　
八
幡
地
国
え
ー
、
お
ち
る
道
ー
、
中
か
ゑ
引
い
た
る
そ
の
筆
」
九
オ
」
九
ウ
　
　
が
ー
、
極
楽
浄
土
え
ー
、
渡
る
道
ー
、
中
え
引
い
た
る
其
の
　
　
筆
ゑ
ー
、
渡
り
給
よ
ー
、
い
し
と
よ
ー
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ニ
　
シ
　
ク
ド
ク
　
　
フ
キ
フ
オ
イ
ノ
サ
イ
　
　
ガ
ト
ウ
ヨ
シ
ユ
　
　
　
ナ
ム
ア
ミ
ダ
　
願
以
此
功
徳
　
普
及
於
一
切
　
我
等
與
衆
　
　
ジ
ャ
ウ
　
カ
イ
グ
ジ
ヤ
ウ
プ
ツ
ド
ウ
　
　
生
　
皆
共
成
仏
道
　
◎
お
茶
も
サ
カ
ヅ
キ
ー
、
水
モ
サ
カ
ズ
キ
：
、
七
チ
ば
い
の
茶
　
　
湯
ご
ぜ
ん
も
す
わ
り
た
ー
、
ト
オ
ロ
の
御
膳
も
す
わ
り
た
ー
、
　
　
あ
の
世
此
の
世
の
界
い
に
わ
ー
、
香
の
け
む
り
も
ー
、
立
ち
　
　
わ
た
る
ー
、
安
楽
仏
　
南
無
阿
弥
陀
ー
、
三
ツ
子
の
作
り
　
　
　
　
　
サ
サ
　
　
し
ー
、
笹
舟
が
ー
、
今
の
り
出
す
そ
よ
ー
、
の
り
や
お
く
れ
　
　
な
ー
、
の
り
や
は
つ
れ
な
ー
、
い
し
と
よ
ー
、
死
出
が
山
に
　
　
は
ー
、
五
処
車
ー
、
五
所
の
車
に
ー
、
召
し
の
り
て
ー
、
死
　
　
出
が
山
お
は
打
ち
こ
え
て
ー
、
サ
イ
が
川
原
に
ー
、
五
所
の
　
　
舟
工
ー
、
五
処
の
舟
に
は
ー
、
召
し
の
り
て
ー
、
サ
イ
が
川
　
　
原
を
押
し
い
渡
る
ー
、
ギ
ャ
テ
イ
く
の
波
ぞ
立
つ
ー
、
三
　
　
尺
四
面
に
早
や
着
き
候
そ
よ
ー
、
中
ゑ
引
い
た
る
其
の
道
ゑ
　
　
渡
り
給
ゑ
よ
ー
、
西
は
さ
い
方
観
音
極
楽
仏
ケ
の
国
土
ト
渡
　
　
り
唱
よ
　
南
無
阿
弥
陀
　
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
、
ナ
ム
ア
ミ
ダ
　
　
（
お
ぼ
ん
に
は
、
無
縁
仏
も
来
て
居
る
か
ら
、
此
の
経
も
必
　
　
要
か
も
知
れ
な
い
）
◎
成
仏
し
て
居
ら
な
い
死
人
を
成
仏
さ
す
法
　
始
め
の
作
法
は
、
前
に
書
い
た
式
し
だ
い
と
大
体
同
じ
。
　
供
物
が
少
し
多
く
す
る
事
。
ミ
テ
グ
ラ
幣
は
不
用
。
六
道
幣
位
い
は
建
る
と
良
い
。
　
唯
、
引
次
や
よ
み
わ
け
の
字
文
が
、
成
仏
し
て
居
な
い
亡
者
を
成
仏
さ
す
祀
り
を
す
る
由
を
告
げ
て
、
こ
り
く
ば
り
を
す
る
。
　
し
か
し
押
加
持
祈
祷
で
霊
解
は
つ
し
に
使
ふ
と
思
う
時
に
は
、
引
き
次
だ
け
行
っ
て
、
本
文
に
移
れ
ば
良
い
。
」
一
〇
オ
」
一
〇
ウ
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神
そ
う
に
し
た
者
が
本
座
に
つ
い
て
居
な
い
と
言
ふ
時
に
は
、
一
度
本
尊
様
に
た
の
ん
で
仏
ケ
の
ザ
に
も
ど
し
て
色
々
供
養
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
ザ
出
来
た
ら
、
神
の
ザ
に
直
い
て
安
座
に
着
け
る
。
　
仏
の
場
合
は
三
尺
四
面
を
、
安
場
で
仏
の
座
に
つ
け
る
。
神
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヂ
ポ
ト
ケ
場
合
、
氏
神
様
、
仏
の
場
合
、
氏
仏
及
び
そ
う
の
ミ
ナ
ク
チ
を
得
に
た
の
む
。
　
安
心
和
讃
は
出
来
て
か
ら
唱
え
る
も
の
。
　
又
年
忌
祀
り
や
成
仏
出
来
て
居
る
仏
に
対
し
て
は
使
わ
な
い
。
　
　
　
　
○
地
国
ざ
ら
ゑ
字
文
（
石
人
亡
者
と
は
墓
石
の
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
　
　
石
人
亡
者
、
せ
い
ば
く
魂
す
い
仏
ケ
様
は
、
何
年
何
月
何
日
　
　
に
（
月
日
不
明
の
年
に
は
、
い
く
よ
の
昔
と
云
ふ
）
此
の
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ジ
ヨ
ウ
コ
　
　
　
ヨ
　
　
に
生
れ
来
て
、
何
歳
に
成
る
時
に
、
今
世
今
の
世
の
恵
み
　
　
に
放
さ
れ
て
五
穀
の
三
宝
に
放
さ
れ
、
神
や
仏
ケ
の
綱
も
切
　
　
れ
、
此
の
世
を
立
ち
去
る
、
其
の
時
に
、
太
小
氏
子
は
、
氏
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
イ
　
　
寺
住
持
を
使
い
入
れ
、
改
名
授
づ
け
て
、
過
去
帳
に
記
て
、
　
　
仏
ケ
の
ザ
ツ
マ
え
　
渡
い
て
ご
ざ
る
が
、
年
忌
供
養
の
祀
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
も
お
ろ
か
に
て
、
今
だ
に
、
成
仏
叶
わ
ず
難
汁
苦
汁
を
成
さ
　
　
る
と
見
ゑ
参
ら
す
れ
ば
、
太
の
氏
子
が
告
げ
や
伝
え
て
、
取
　
　
り
と
う
立
て
・
、
小
の
氏
子
も
心
を
揃
え
て
、
作
り
の
初
穂
、
　
　
働
き
／
初
穂
も
、
御
取
り
揃
え
て
、
供
養
回
向
の
祀
り
も
差
　
　
し
上
げ
致
し
参
ら
す
れ
ば
、
極
楽
浄
土
の
花
園
道
へ
上
り
ま
　
　
せ
、
早
く
と
も
成
仏
成
り
賜
え
、
◎
注
　
　
無
縁
仏
ケ
等
の
時
に
は
右
の
文
言
は
替
え
る
べ
し
。
　
　
石
人
亡
者
　
ゑ
ん
ま
が
太
社
の
仏
の
、
は
ん
か
の
カ
イ
道
　
　
八
ツ
の
地
獄
　
仏
ケ
の
浄
土
渡
さ
れ
て
、
ゴ
キ
ナ
イ
　
カ
イ
　
　
ド
ウ
　
地
獄
の
浄
土
の
、
仏
陀
を
前
に
渡
り
て
、
わ
し
ま
せ
　
　
地
獄
仏
ケ
様
は
、
確
か
に
　
ひ
ま
を
渡
い
て
、
確
か
に
ひ
ま
」
十
一
オ
」
十
一
ウ
　
　
　
　
　
　
ケ
ウ
オ
を
取
ら
い
て
　
今
日
の
祀
り
で
　
極
楽
浄
土
の
花
園
道
え
、
御
道
引
な
さ
れ
て
、
神
の
浄
土
　
仏
ケ
の
浄
土
ゑ
、
早
や
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
キ
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ン
や
浮
び
な
さ
れ
て
、
安
ザ
の
位
い
に
就
給
え
　
本
ザ
の
位
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
ニ
　
シ
に
つ
き
賜
え
、
上
げ
て
ま
い
ら
す
、
上
り
た
ま
え
、
願
以
此
ク
ド
ク
　
　
フ
キ
ユ
ウ
オ
イ
ン
サ
イ
　
　
ト
ウ
ヨ
シ
ユ
ウ
ジ
ヨ
ウ
　
カ
イ
ジ
ウ
ブ
ツ
ド
ウ
功
徳
　
普
及
於
一
切
　
等
與
衆
生
　
皆
成
仏
道
　
　
○
釈
迦
讃
の
念
佛
御
釈
迦
如
来
は
、
ら
い
し
ょ
に
お
わ
し
ま
す
、
五
月
廿
日
に
お
い
で
の
其
の
時
に
、
オ
シ
ヨ
リ
が
道
え
と
、
急
げ
ど
も
、
西
を
見
れ
ば
、
日
本
の
雲
ほ
ど
立
ち
ま
す
る
、
あ
れ
こ
そ
、
不
思
儀
や
有
難
や
と
、
三
足
戻
ら
れ
て
、
釈
迦
讃
の
さ
い
は
い
お
い
で
な
を
り
し
ご
せ
い
が
舟
に
め
す
、
法
華
経
の
山
を
帆
に
巻
い
て
、
六
ツ
子
の
作
り
し
笹
舟
に
、
今
の
り
い
で
る
、
の
り
や
は
つ
れ
な
、
の
り
や
遅
れ
な
観
音
如
来
、
梶
を
取
る
、
阿
弥
陀
如
来
波
を
召
す
、
ギ
ャ
テ
イ
、
ギ
ャ
テ
イ
が
椙
を
拝
し
て
、
行
く
そ
の
り
て
浮
び
て
、
御
渡
り
召
さ
れ
よ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
（
三
回
返
ス
）
　
　
○
弘
法
太
師
掟
て
の
念
仏
イ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
オ
ジ
ョ
ウ
壱
い
ち
光
明
遍
照
十
方
勢
至
観
音
の
念
仏
／
観
音
の
頂
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
コ
に
は
、
上
は
宇
長
の
雲
の
上
ー
、
下
は
八
幡
奈
落
の
地
の
底
　
　
ニ
チ
迄
の
日
々
の
正
明
に
ー
、
む
な
の
れ
ん
げ
は
ー
、
た
“
ひ
ら
く
ー
、
開
い
た
は
な
を
ば
か
さ
に
さ
し
ー
、
つ
ぼ
み
し
花
を
ば
御
手
に
持
つ
ー
、
花
の
か
れ
ほ
こ
杖
に
突
く
ー
、
願
わ
く
ば
阿
弥
陀
の
浄
土
に
導
き
給
え
、
地
獄
に
て
、
是
を
壱
辺
唱
ふ
れ
ば
、
三
万
三
千
三
百
三
十
三
度
に
、
相
掛
け
向
ふ
、
弘
法
太
師
教
の
念
仏
、
（
南
無
阿
彌
陀
仏
　
三
返
か
え
す
）
南
無
大
師
遍
照
金
剛
（
三
返
）
南
無
帰
命
阿
弥
陀
如
来
、
仏
前
心
経
な
し
給
へ
ー
、
思
わ
く
の
身
を
す
て
・
、
御
神
明
げ
」
十
ニ
オ
」
十
ニ
ウ
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楽
の
体
を
得
て
、
六
体
げ
を
成
る
徳
を
得
て
、
変
徳
す
い
ご
　
　
　
チ
チ
　
　
ん
父
母
の
ぐ
に
、
念
修
し
ん
こ
う
の
上
に
、
十
善
真
言
　
南
　
　
無
阿
弥
陀
、
々
、
々
、
千
部
の
経
を
唱
え
た
よ
り
も
、
千
体
　
　
供
養
を
し
た
よ
り
も
、
千
体
地
蔵
流
を
し
た
よ
り
も
、
／
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ビ
　
　
日
ザ
ラ
シ
を
し
た
よ
り
も
、
浮
の
念
仏
と
、
唱
え
た
む
け
　
　
　
　
ウ
カ
ビ
　
　
た
、
浮
て
、
浄
土
え
渡
り
給
え
　
南
無
阿
弥
陀
仏
　
三
返
　
　
　
　
○
月
割
仏
ケ
の
渡
し
　
　
正
月
、
月
に
死
し
た
る
亡
者
は
（
不
動
様
の
御
手
に
祈
り
渡
　
　
　
ス
）
　
　
二
月
、
月
に
　
〃
　
〃
　
普
賢
菩
薩
の
御
手
に
祈
り
渡
ス
　
　
三
月
、
月
（
同
）
釈
迦
如
来
の
御
手
に
（
同
）
　
　
四
月
、
月
に
（
同
）
文
殊
菩
薩
様
（
同
）
　
　
五
月
、
月
に
、
（
同
）
ア
シ
ユ
ク
如
来
様
（
同
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ミ
　
ロ
ク
　
　
六
月
、
月
に
、
（
同
）
彌
勒
菩
薩
様
（
同
）
　
　
七
月
の
月
に
（
同
）
観
音
菩
薩
様
の
御
手
に
祈
り
渡
す
　
　
八
月
の
月
に
（
同
）
薬
師
如
来
様
の
御
手
に
（
同
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
九
月
の
月
に
（
同
）
虚
空
蔵
菩
薩
様
の
御
手
に
（
同
）
　
　
十
月
の
月
に
（
同
）
流
観
音
様
（
同
）
　
　
十
一
月
に
（
同
）
は
せ
の
阿
弥
陀
如
来
様
の
（
同
）
　
　
十
二
月
の
月
に
死
し
た
る
人
は
、
阿
弥
陀
如
来
様
の
御
手
に
　
　
　
祈
り
渡
ス
　
　
是
に
て
、
仏
ケ
渡
し
も
し
ま
い
ら
し
た
、
御
渡
り
な
さ
れ
よ
、
　
　
南
無
阿
弥
陀
仏
（
三
返
）
　
　
　
　
十
文
渡
し
◎
十
文
渡
し
も
致
し
ま
い
ら
す
る
、
　
ツ
イ
タ
チ
フ
ソ
カ
　
一
日
二
日
に
當
る
人
は
、
普
賢
様
の
「
御
手
に
あ
た
り
く
れ
ば
　
　
　
イ
チ
シ
チ
ニ
チ
　
是
も
一
七
日
と
唱
え
て
、
十
文
渡
い
た
」
」
十
三
オ
」
十
三
ウ
　
サ
ン
ニ
チ
ヨ
ソ
カ
　
三
日
四
日
に
当
る
人
は
、
不
動
様
の
「
同
」
　
五
日
六
日
に
当
る
人
は
、
阿
弥
陀
如
来
様
の
御
手
に
「
同
」
　
七
日
八
日
に
当
る
人
は
、
薬
師
如
来
様
の
御
手
に
「
同
」
　
九
日
十
日
に
当
る
人
は
、
虚
空
蔵
菩
薩
様
の
「
同
」
　
十
一
日
十
二
日
に
当
る
人
は
、
薬
師
如
来
様
の
「
同
」
　
十
三
日
十
四
日
に
当
る
人
は
、
地
蔵
菩
薩
様
の
御
手
に
当
り
く
　
れ
ば
、
是
も
十
七
日
と
唱
え
て
、
十
文
渡
い
た
、
今
日
の
・
　
ヒ
ラ
ク
カ
ミ
ヒ
ラ
ク
ホ
ト
ケ
　
開
神
開
仏
に
今
の
祈
り
で
祈
り
渡
い
た
浮
か
び
て
、
浄
土
　
え
渡
り
な
さ
れ
よ
、
　
十
五
日
十
六
日
に
、
当
る
人
は
、
阿
弥
陀
如
来
様
の
御
手
に
　
「
同
」
　
十
七
・
十
八
日
に
当
る
人
は
、
／
日
流
観
音
様
「
の
御
手
に
当
　
り
く
れ
ば
、
是
も
十
七
日
と
唱
え
て
十
文
渡
い
た
」
　
十
九
日
二
十
日
に
当
る
人
は
虚
空
蔵
菩
薩
様
の
「
同
」
　
二
十
一
日
二
十
二
日
に
当
る
人
は
弘
法
大
師
様
の
御
手
に
　
「
同
」
　
二
十
三
日
二
十
四
日
に
当
る
人
は
地
蔵
菩
薩
様
の
御
手
に
　
「
同
」
　
二
十
五
日
二
十
六
日
に
当
る
人
は
文
殊
菩
薩
様
の
御
手
に
　
「
同
」
　
二
十
七
日
二
十
八
日
に
　
〃
　
馬
頭
観
音
様
の
御
手
に
「
同
」
　
二
十
九
日
三
十
日
に
　
　
〃
　
阿
弥
陀
如
来
様
の
御
手
に
当
り
　
く
れ
ば
、
是
も
十
七
日
と
唱
え
て
十
文
渡
い
た
、
　
今
日
の
祈
り
で
開
神
開
仏
、
今
の
祈
り
で
祈
り
渡
い
て
ま
い
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
オ
ン
　
す
る
。
東
は
極
楽
、
西
は
地
国
、
久
遠
が
浄
土
へ
花
の
都
え
う
　
か
び
て
渡
り
た
ま
ゑ
や
（
南
無
阿
弥
陀
仏
　
三
べ
ん
返
）
○
本
尊
渡
し
」
十
四
オ
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本
尊
渡
し
も
し
ま
い
ら
す
る
、
子
の
年
に
生
れ
／
来
た
人
は
千
手
観
音
の
「
ザ
ツ
マ
ゑ
生
れ
来
て
、
こ
ん
じ
ょ
う
此
の
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヨ
ダ
ン
　
　
　
　
ゲ
　
ダ
ン
を
務
め
て
納
り
行
く
体
だ
な
れ
ど
も
上
段
・
下
段
に
生
れ
き
　
て
、
山
川
に
身
を
投
げ
、
我
身
を
せ
っ
か
い
召
さ
れ
て
、
亡
者
に
時
の
行
き
相
い
め
さ
れ
て
、
方
角
違
え
て
、
千
手
観
音
　
の
ザ
ツ
マ
ゑ
渡
る
が
神
や
仏
ケ
の
ザ
ツ
マ
に
渡
り
得
ず
、
難
　
行
苦
行
を
な
さ
る
と
も
」
　
◎
虚
空
藏
菩
薩
の
「
ザ
ツ
マ
ゑ
祈
り
渡
い
て
一
生
浮
び
て
、
　
五
性
は
授
り
今
度
は
ミ
ロ
ク
、
ス
イ
シ
ョ
ウ
の
御
世
に
会
い
　
し
ょ
う
そ
、
浮
び
て
浄
土
へ
渡
り
な
さ
れ
よ
（
南
無
阿
弥
陀
　
仏
　
三
回
）
」
○
寅
の
年
に
生
れ
た
人
は
、
虚
空
藏
菩
薩
の
「
…
…
…
」
、
千
　
手
観
音
の
ザ
ツ
マ
渡
る
が
神
や
仏
ケ
の
ザ
ツ
マ
ゑ
渡
り
得
す
、
　
難
行
苦
業
を
め
さ
る
と
も
、
文
殊
普
薩
の
／
ザ
ツ
マ
ヱ
祈
り
　
渡
い
た
「
…
…
」
、
○
卯
の
年
に
生
れ
来
た
人
は
、
文
殊
菩
薩
の
「
ザ
ツ
マ
ゑ
…
　
…
」
◎
辰
己
の
年
に
生
れ
来
た
人
は
普
賢
ボ
薩
の
ザ
ツ
マ
ヱ
生
れ
来
　
　
　
コ
ン
ジ
ョ
ウ
　
て
、
今
世
此
の
世
を
務
め
て
、
納
り
行
く
体
な
れ
ど
、
上
　
段
下
段
に
生
れ
来
て
、
山
川
に
身
を
投
て
我
身
の
せ
っ
か
い
　
な
さ
れ
て
、
亡
者
に
行
相
い
来
合
召
さ
れ
て
、
方
角
違
へ
て
、
　
普
賢
ボ
薩
の
ザ
ツ
マ
へ
渡
り
得
ズ
、
難
行
苦
業
を
な
さ
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
セ
イ
　
も
、
勢
至
菩
の
ザ
ツ
マ
ゑ
祈
り
渡
い
た
、
一
切
浮
五
性
は
授
　
て
、
今
度
は
、
ミ
ロ
ク
、
ス
イ
シ
ョ
ウ
の
御
世
に
会
い
し
よ
　
う
そ
、
浮
び
て
浄
土
え
渡
り
召
さ
れ
（
南
無
阿
弥
陀
仏
　
三
）
　
ウ
マ
◎
午
の
年
に
生
れ
来
た
人
は
勢
至
菩
薩
の
ザ
ツ
マ
「
…
…
」
、
」
十
四
ウ
」
十
五
オ
　
大
日
如
来
の
ザ
ツ
マ
ヱ
「
…
…
…
」
○
未
申
の
年
に
生
れ
来
た
人
は
、
大
日
如
来
の
ザ
ツ
マ
ヱ
生
れ
　
来
て
「
…
…
…
」
、
不
動
明
王
／
の
ザ
ツ
マ
ヱ
祈
り
渡
い
て
　
「
…
…
…
」
○
酉
の
年
に
生
れ
来
た
人
は
、
不
動
明
王
の
ザ
ツ
マ
ヱ
生
れ
来
　
て
、
「
…
…
…
」
、
阿
弥
陀
如
来
の
ザ
ツ
マ
ヱ
祈
り
渡
い
て
　
「
…
…
…
」
◎
戊
亥
の
年
に
生
れ
来
た
人
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
ザ
ツ
マ
ヱ
生
　
れ
来
て
「
…
…
…
」
、
千
手
観
音
の
菩
薩
の
ザ
ツ
マ
ヱ
祈
り
　
渡
い
て
「
…
…
…
…
」
　
是
に
て
、
本
尊
渡
し
も
し
ま
い
ら
し
た
、
此
の
鈴
の
ひ
“
き
　
に
つ
い
て
、
浮
び
て
浄
土
ゑ
御
渡
り
遊
ば
せ
給
え
（
南
無
阿
　
弥
陀
仏
3
カ
イ
）
　
引
導
渡
し
も
し
ま
い
ら
し
た
、
東
し
千
里
、
西
千
里
、
北
千
　
里
、
四
千
千
里
、
七
里
が
内
に
出
家
な
く
し
て
、
ロ
ハ
今
釈
迦
　
の
こ
み
こ
が
時
の
使
わ
れ
で
引
導
渡
す
そ
　
ウ
ン
ジ
ュ
ウ
モ
　
ン
ナ
ア
、
高
田
明
院
菩
薩
土
ち
デ
ン
デ
ン
と
納
り
行
く
体
な
　
れ
ど
も
七
ツ
借
り
／
た
る
借
り
み
ち
か
い
　
両
眼
マ
ナ
コ
は
　
日
天
如
来
へ
戻
し
て
、
息
は
風
に
戻
い
て
、
血
は
水
に
戻
し
　
血
ス
ヂ
は
草
に
戻
し
　
骨
は
石
に
戻
し
　
身
体
は
大
地
に
戻
　
し
、
何
故
セ
ギ
ョ
ウ
に
　
身
体
無
く
共
　
仏
ケ
と
成
り
　
神
　
　
　
　
　
イ
ソ
セ
イ
　
と
成
り
、
一
切
浮
び
て
五
性
は
授
り
、
今
度
は
ミ
ロ
イ
ス
イ
　
シ
ョ
ウ
の
み
よ
に
会
い
せ
給
え
、
念
仏
唱
え
て
ま
い
ら
す
る
　
　
是
受
取
り
て
、
極
楽
浮
土
え
渡
り
給
え
　
壱
一
チ
光
明
遍
　
照
十
方
世
界
セ
ビ
ロ
シ
ヤ
ノ
ウ
光
明
念
じ
る
所
を
照
ら
さ
れ
　
給
え
（
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
　
三
カ
イ
）
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
カ
ン
コ
ン
ジ
　
功
徳
平
等
　
壱
チ
ホ
ツ
ホ
ウ
ジ
ヨ
ヲ
　
安
楽
」
十
五
ウ
」
十
六
オ
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ス
ジ
ョ
ウ
地
獄
須
上
念
仏
（
南
無
阿
弥
陀
仏
　
三
カ
イ
）
一
返
唱
え
て
、
水
の
地
獄
の
罪
消
え
る
、
二
返
唱
え
て
、
畜
生
地
獄
の
罪
消
え
る
、
三
返
唱
え
て
、
ガ
キ
道
地
獄
の
罪
消
え
る
、
四
回
と
な
え
て
、
火
の
池
／
地
獄
の
罪
消
え
る
、
五
回
唱
え
て
、
ヒ
ル
の
地
国
の
罪
消
え
る
、
六
回
唱
え
て
、
シ
ュ
ウ
ヘ
ン
地
国
の
罪
消
え
る
、
七
返
唱
え
て
、
観
音
地
国
の
罪
消
え
る
、
八
返
唱
え
て
、
八
幡
地
国
の
罪
消
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ガ
　
地
獄
々
々
の
罪
て
う
科
が
亡
び
て
消
る
、
消
え
て
ほ
ろ
び
て
、
浮
で
浄
土
御
渡
り
な
さ
れ
（
南
無
阿
弥
陀
仏
と
各
回
毎
に
三
回
く
り
返
し
唱
え
る
）
そ
も
く
皆
浄
滅
法
釈
滅
仏
法
　
地
の
厚
み
十
万
壱
千
里
、
天
の
高
サ
ニ
十
万
」
千
里
　
西
を
東
遠
く
に
候
え
共
　
南
北
近
き
に
候
共
　
蔭
陽
の
月
を
見
開
き
迷
故
三
界
、
久
遠
が
浄
土
え
お
も
む
き
賜
え
、
そ
も
く
親
子
の
須
上
も
、
先
祖
の
須
上
も
、
他
人
の
須
上
も
、
萬
人
須
上
も
と
も
申
せ
共
、
上
下
の
ツ
マ
に
は
字
文
の
ミ
　
デ
　
シ
御
弟
子
が
是
よ
り
汝
の
霊
に
は
浮
び
の
念
仏
回
向
の
し
だ
い
は
、
差
上
申
し
ま
い
ら
す
る
、
／
魂
白
ケ
イ
ト
ウ
七
ツ
の
魂
水
入
れ
て
、
此
の
世
の
魂
し
い
此
の
世
え
戻
す
、
幽
世
の
魂
　
　
ユ
ウ
し
い
幽
世
へ
戻
す
、
村
に
て
相
性
合
い
年
有
り
て
も
　
相
性
変
り
召
さ
る
な
、
須
上
の
変
り
も
須
性
う
つ
れ
も
致
す
な
、
霊
の
か
わ
り
有
り
て
も
霊
替
り
も
召
さ
る
な
、
字
文
の
み
で
し
の
云
ふ
儀
の
な
す
事
、
壱
々
し
だ
い
し
だ
い
と
、
御
聞
入
れ
を
召
さ
れ
て
、
神
の
位
い
仏
ケ
の
位
に
つ
き
賜
え
、
香
の
　
　
　
　
モ
ロ
ト
モ
け
む
り
が
諸
反
に
極
楽
浄
土
か
世
界
え
安
座
の
位
い
に
附
き
」
十
六
ウ
」
十
七
オ
　
　
　
　
　
ホ
ン
　
　
給
え
、
本
ザ
の
位
に
附
き
給
え
、
天
偶
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
　
　
オ
ン
ロ
ギ
ヤ
テ
イ
ギ
ヤ
ソ
バ
カ
（
三
回
）
、
南
無
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ヅ
ク
モ
ア
リ
マ
　
　
　
迷
故
三
界
、
空
本
来
無
東
西
　
南
北
何
度
在
　
阿
字
千
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヱ
ン
ム
エ
ン
ナ
イ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ク
シ
ン
　
　
万
十
方
三
世
仏
　
縁
無
縁
乃
至
法
界
平
等
利
益
　
即
身
成
　
　
仏
過
去
聖
霊
成
覚
　
カ
ン
ニ
シ
ク
ド
ク
フ
キ
ウ
ヨ
ウ
ガ
　
　
ト
ゥ
ヨ
衆
生
皆
共
成
仏
道
○
㊧
　
是
よ
り
は
光
明
真
言
般
若
心
境
等
其
の
他
、
九
篠
錫
杖
、
普
門
品
、
折
り
本
に
在
る
経
文
を
唱
え
て
、
其
の
場
に
相
う
如
く
に
、
よ
み
分
け
リ
カ
ン
を
祈
っ
て
、
成
仏
出
来
た
か
伺
っ
て
見
る
。
お
わ
り
て
、
　
◎
過
去
聖
霊
成
正
畳
　
次
に
廻
向
文
　
　
ガ
ト
ウ
ン
ヨ
シ
ユ
ウ
ネ
ン
ブ
ツ
ゼ
ン
　
　
エ
コ
ウ
ゴ
ク
ラ
ク
ア
ミ
ダ
ブ
ノ
　
　
ァ
イ
ミ
ン
セ
ソ
ジ
ウ
ガ
ン
カ
イ
　
　
我
等
所
修
念
仏
善
、
廻
向
極
楽
弥
陀
仏
。
哀
懲
摂
取
願
海
　
　
シ
ヨ
ウ
ジ
ヨ
ゲ
ウ
シ
ヨ
ウ
シ
ヨ
サ
ン
マ
イ
　
　
テ
ン
シ
ユ
ウ
ジ
ン
ギ
ソ
ウ
イ
コ
ゥ
　
　
ト
ウ
ン
ヨ
ウ
ジ
ン
ト
オ
ゾ
ォ
　
　
消
除
業
障
讃
三
昧
。
天
衆
神
祇
僧
威
光
。
当
所
神
等
増
　
　
ホ
ウ
ラ
ク
　
　
ゼ
ン
ゲ
ダ
イ
ン
ゾ
ウ
ホ
オ
ラ
ク
　
　
シ
チ
ン
ユ
ウ
ン
ヨ
ジ
ウ
ゴ
ク
ラ
ク
　
　
ホ
ン
ガ
ン
シ
ヨ
ゥ
　
　
法
楽
。
遷
化
大
師
増
法
楽
　
七
世
思
所
生
極
楽
。
本
願
聖
　
　
レ
イ
シ
ヨ
ゴ
ク
ラ
ク
　
　
ジ
ウ
ヒ
ン
レ
ン
タ
イ
ジ
ヨ
ブ
ツ
ド
ク
　
　
シ
ウ
テ
ウ
ア
ン
ォ
ン
ゾ
オ
ホ
オ
ジ
ウ
　
　
テ
ン
カ
　
　
霊
生
極
楽
　
上
品
蓮
毫
成
仏
道
。
聖
朝
安
穏
増
宝
寿
　
天
下
　
　
ア
ン
ラ
ク
コ
ウ
シ
オ
ホ
オ
　
　
ジ
ウ
ホ
ウ
セ
シ
ウ
ジ
ヨ
サ
イ
カ
ン
ネ
ン
ブ
ツ
　
　
タ
イ
シ
ユ
ウ
セ
イ
ジ
ノ
チ
メ
牙
　
　
安
楽
興
正
法
。
十
方
施
主
除
災
患
念
仏
　
大
衆
成
悉
地
命
　
　
ジ
ウ
ケ
ノ
テ
イ
シ
ヨ
ゴ
ク
ラ
ク
　
　
メ
ン
ホ
ウ
ミ
　
ダ
シ
ウ
ガ
ク
ソ
ン
ポ
ぐ
イ
　
　
フ
タ
イ
テ
ン
イ
ン
ド
ウ
サ
ン
　
　
終
決
定
生
極
楽
。
面
奉
弥
陀
種
畳
尊
菩
提
　
不
退
韓
引
導
三
　
　
ユ
ウ
キ
ウ
ホ
オ
カ
イ
　
　
ド
ウ
イ
ツ
セ
イ
コ
シ
ヨ
ウ
ポ
ダ
イ
　
　
有
及
法
界
　
同
一
性
故
讃
菩
提
　
　
（
再
度
伺
ッ
テ
見
て
出
来
タ
ラ
次
に
ウ
ツ
ル
）
　
　
　
　
　
　
○
安
心
和
讃
（
花
の
経
）
　
　
キ
ヨ
ウ
テ
オ
ラ
イ
ダ
イ
ニ
チ
ソ
ン
　
　
ハ
チ
ョ
ウ
シ
ヂ
ウ
ノ
セ
ン
ダ
ン
ワ
　
　
イ
ソ
サ
イ
ジ
ウ
ラ
イ
ノ
　
ヒ
　
　
帰
明
頂
来
大
日
尊
、
八
葉
四
重
乃
圓
檀
和
、
一
切
如
来
乃
秘
　
　
ヨ
ウ
　
　
　
　
　
シ
ユ
ジ
ウ
コ
ト
チ
　
　
マ
ン
ダ
ナ
リ
　
　
ジ
ツ
ホ
ウ
ジ
ョ
ド
　
　
　
ン
ヨ
セ
イ
シ
ユ
ウ
　
　
要
に
て
、
衆
生
心
地
の
曼
茶
也
、
十
方
浄
土
の
諸
聖
衆
は
、
　
　
ダ
イ
ニ
チ
フ
モ
ン
　
　
マ
ン
ト
ク
　
　
　
　
ヒ
ラ
イ
　
　
　
シ
メ
　
　
ソ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ツ
ゴ
ン
コ
ク
　
　
大
日
普
門
の
萬
徳
を
、
開
い
て
示
し
尊
な
れ
ば
、
密
厳
国
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
リ
ユ
ウ
ア
ジ
ャ
リ
　
　
キ
オ
カ
イ
　
　
　
　
ボ
ダ
イ
　
　
ウ
　
　
土
の
外
な
ら
ず
。
青
龍
阿
闇
梨
の
教
誠
に
。
菩
提
を
得
る
　
　
　
ヤ
ス
　
　
　
　
　
　
　
ン
ン
ゴ
ン
ピ
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
　
　
コ
ト
　
　
　
　
エ
カ
ダ
　
　
ナ
リ
　
　
ノ
　
　
は
易
け
れ
ど
。
真
言
秘
み
つ
に
逢
ふ
事
の
。
得
難
き
也
と
演
　
　
　
タ
マ
　
　
　
　
ニ
プ
ソ
シ
ユ
ソ
セ
　
　
チ
ゥ
カ
ン
　
　
　
　
カ
ホ
ゥ
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
マ
　
　
ベ
給
ふ
、
二
仏
出
世
の
中
間
に
。
果
報
つ
た
な
く
生
る
れ
」
十
七
ウ
」
十
八
オ
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シ
ュ
ク
　
　
　
シ
ュ
イ
ン
　
　
　
　
　
ゲ
ダ
ツ
　
　
ど
、
如
何
な
る
、
宿
世
の
種
因
に
て
、
解
脱
の
時
を
得
た
　
　
　
　
　
　
ゴ
ダ
ク
ア
ク
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヨ
コ
ン
シ
ウ
エ
　
　
り
け
ん
。
五
濁
悪
世
の
此
の
頃
も
、
上
根
勝
恵
の
者
有
り
て
、
　
　
ジ
ヨ
セ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
ウ
ジ
ウ
マ
ソ
　
　
ヘ
ダ
テ
　
　
如
説
に
修
行
す
る
時
は
、
正
像
末
の
差
別
な
く
。
一
念
一
　
　
　
　
　
　
サ
ン
ミ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ジ
ン
　
　
　
　
ク
ド
ク
エ
ン
　
　
時
一
生
に
、
三
密
加
治
の
不
思
議
に
て
、
無
蓋
の
／
功
徳
圓
　
　
マ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
コ
ン
レ
ツ
テ
　
　
ト
モ
ガ
ラ
　
　
満
し
、
即
身
成
仏
せ
ら
る
な
り
。
下
根
劣
恵
の
友
族
も
、
決
　
　
　
タ
イ
シ
ン
　
　
定
諦
信
い
た
し
な
ば
一
度
神
呪
唱
ふ
れ
ば
、
無
土
を
除
く
と
、
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ノ
オ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
ウ
ジ
ウ
エ
ン
　
　
説
き
給
う
、
一
密
怠
た
る
事
無
く
ば
。
増
上
縁
の
力
に
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
オ
　
　
三
密
具
足
時
き
至
り
。
終
い
に
は
仏
果
を
讃
す
べ
し
。
過
去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ウ
レ
オ
　
　
ア
ン
ヤ
　
ト
モ
ガ
ラ
　
　
　
ウ
マ
　
　
に
造
り
し
報
い
に
て
、
亡
聾
・
暗
唖
の
輩
に
、
生
れ
て
法
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
　
ヒ
　
　
き
く
事
も
、
唱
ふ
る
事
も
、
成
ら
ぬ
み
は
、
諸
仏
の
慈
悲
に
　
　
　
モ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
オ
ベ
ン
マ
サ
　
　
も
漏
ぬ
べ
し
。
か
・
る
衆
生
を
杓
ふ
に
は
。
他
力
の
法
便
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
ラ
　
ニ
　
　
れ
た
る
、
真
言
陀
羅
尼
に
し
く
は
な
し
、
中
に
も
光
明
真
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
オ
ジ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ク
　
　
は
、
諸
仏
菩
薩
の
総
呪
に
て
、
一
字
に
千
理
を
含
む
ゆ
え
。
　
　
ム
ヘ
ン
　
　
　
　
　
ソ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
シ
ョ
ゥ
　
　
無
辺
の
功
徳
備
わ
れ
り
。
信
じ
て
唱
ふ
る
吾
々
は
口
称
の
　
　
ク
リ
キ
　
　
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ジ
ウ
ジ
オ
ド
　
　
　
　
ヒ
ト
ス
ジ
　
　
　
　
　
　
　
ケ
シ
デ
ウ
　
　
功
力
を
因
と
し
て
、
往
生
浄
土
／
と
一
筋
に
。
安
心
決
定
い
　
　
た
す
か
し
。
　
　
南
無
大
師
遍
照
尊
（
三
返
す
る
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
イ
キ
ヨ
ウ
ジ
オ
ブ
ツ
　
　
願
以
此
功
徳
　
普
及
於
　
我
等
與
衆
生
　
皆
共
成
仏
道
　
　
過
去
聖
霊
成
正
畳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
オ
ゲ
バ
ッ
シ
o
注
釈
　
　
病
人
祈
祷
で
霊
偏
外
の
次
第
を
行
ふ
時
に
は
、
必
ず
　
　
し
も
此
の
方
法
に
し
な
く
て
も
、
祈
り
本
に
書
い
て
有
る
経
　
　
文
を
選
ん
で
唱
え
て
、
祀
り
は
つ
い
て
送
る
方
法
に
て
も
差
　
　
し
つ
か
え
な
い
。
要
は
病
人
か
ら
は
つ
れ
て
立
ち
退
け
ば
よ
　
　
い
の
で
有
る
。
　
　
右
の
し
だ
い
は
年
忌
供
養
に
は
、
使
は
な
い
し
だ
い
で
有
る
。
◎
仏
様
の
取
り
解
け
祀
り
の
法
（
先
づ
理
由
に
つ
い
て
）
1
、
病
人
が
出
来
て
、
御
先
祖
が
き
げ
ん
が
良
く
な
く
て
、
吉
日
」
十
八
ウ
」
十
九
オ
を
選
ん
で
、
先
祖
の
霊
に
よ
り
そ
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
汚
れ
不
浄
を
、
　
　
ワ
ケ
　
　
　
　
　
　
ワ
読
み
解
取
り
解
け
祓
い
解
と
云
ふ
／
次
第
を
行
っ
た
上
で
御
供
養
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
ン
祀
り
を
、
す
る
と
言
ふ
願
立
て
を
し
て
、
事
を
治
め
て
あ
っ
た
後
、
②
、
永
い
間
先
祖
祭
り
も
し
な
か
っ
た
為
に
、
さ
い
そ
く
不
足
を
受
け
た
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
③
、
長
年
月
追
善
供
養
の
祀
り
を
お
こ
た
っ
た
為
に
、
諸
人
の
諸
ウ
ラ占
を
つ
た
っ
て
さ
い
そ
く
不
足
が
有
っ
た
時
、
以
上
の
様
な
時
に
は
得
定
の
亡
者
だ
け
に
限
っ
て
、
祀
り
供
養
を
す
る
よ
り
も
、
地
　
　
　
デ
ン
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
イ
岬
き
、
田
地
の
地
主
、
昔
、
中
頃
、
今
当
代
の
先
祖
一
切
の
、
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ン
尺
四
面
黒
土
御
墓
え
山
に
棲
だ
る
山
岬
き
、
川
に
棲
だ
る
川
岬
、
魔
群
ま
性
他
人
の
世
界
の
き
ゆ
せ
ん
亡
者
、
南
無
ス
ソ
神
、
其
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
他
、
も
ろ
く
の
春
属
と
一
ツ
に
成
っ
て
、
仏
ヶ
の
座
に
安
座
せ
ず
、
汚
れ
て
居
て
、
氏
子
の
供
え
た
品
も
分
け
取
り
に
相
ふ
と
言
ふ
結
果
に
成
る
の
で
、
先
祖
／
以
外
の
も
の
は
取
り
解
け
て
、
相
い
そ
う
て
居
る
余
前
の
も
の
の
魂
醜
霊
を
、
各
々
の
棲
み
か
え
送
り
鎮
め
て
、
仏
ケ
の
ザ
ツ
マ
を
き
れ
い
に
、
日
本
晴
れ
に
祓
い
清
め
て
、
其
の
上
で
先
祖
一
切
の
祀
り
供
養
を
す
る
。
　
得
別
に
供
養
の
必
要
の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
其
の
人
の
分
は
余
分
に
す
る
。
伊
弊
諾
流
に
博
わ
る
、
仏
法
の
よ
み
分
け
取
り
分
け
仏
ケ
祀
り
の
式
次
第
也
り
。
　
此
の
作
法
を
す
れ
ば
、
終
わ
っ
た
後
で
お
祭
を
す
る
事
を
前
提
と
し
て
の
事
で
、
先
祖
祭
り
よ
り
先
に
、
よ
り
そ
う
た
悪
い
も
の
を
祀
り
外
い
て
、
ジ
ャ
マ
者
を
祓
い
の
け
て
、
先
祖
の
霊
だ
け
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
し
て
、
追
善
供
養
祀
り
を
す
る
と
言
ふ
下
た
祀
り
の
為
で
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
に
そ
う
ち
を
し
て
、
御
祝
い
祀
り
を
差
し
上
げ
る
と
言
ふ
事
で
有
る
。
○
祀
り
を
行
ふ
に
必
要
な
品
物
（
ヒ
ケ
イ
諸
物
と
言
ふ
）
」
十
九
ウ
」
二
〇
オ
」
二
〇
ウ
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①
七
升
（
穀
物
）
　
②
七
百
文
（
お
金
、
七
〇
〇
円
、
七
〇
〇
〇
円
、
一
万
七
〇
〇
　
〇
円
等
終
わ
り
に
七
の
附
く
金
目
）
　
　
　
　
フ
マ
　
③
三
合
米
　
④
ワ
ラ
七
と
に
ぎ
り
　
⑤
太
半
紙
二
十
枚
　
　
　
　
　
タ
イ
シ
ヨ
ウ
　
　
　
　
　
は
か
　
⑥
祀
り
の
対
照
と
成
る
墓
の
四
角
の
土
と
、
か
ん
け
い
す
る
　
氏
子
の
家
の
四
方
の
土
と
御
金
を
少
し
。
い
つ
れ
も
極
少
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
　
（
是
を
、
ヅ
・
マ
由
心
揃
い
と
呼
ぶ
）
。
山
川
の
も
の
に
縁
切
り
　
の
証
古
に
渡
す
品
　
⑦
幣
串
用
の
シ
ノ
ベ
竹
少
々
　
⑧
不
用
に
成
っ
た
茶
ワ
ン
一
個
、
五
穀
ム
ギ
、
太
豆
、
ト
ウ
キ
　
ビ
、
ヒ
エ
、
ア
ワ
等
五
通
の
穀
物
の
実
、
三
ツ
ブ
宛
て
い
ど
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ギ
　
小
サ
イ
鉄
の
棒
、
五
寸
針
で
も
可
、
一
本
　
穀
物
は
原
則
と
し
て
丸
い
ウ
ツ
ワ
に
入
れ
て
、
行
ふ
も
の
也
り
。
　
次
に
幣
束
の
作
り
法
　
1
、
荒
神
　
　
　
2
、
山
の
神
　
　
　
3
、
水
神
　
　
　
六
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
　
5
、
呪
咀
　
　
　
6
、
天
下
正
　
　
　
7
、
祓
い
幣
　
8
、
六
道
ミ
テ
グ
ラ
　
花
べ
ら
　
9
、
必
要
な
時
に
は
ツ
リ
ミ
テ
グ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
カ
タ
　
以
上
の
幣
を
作
る
場
合
、
大
半
の
幣
を
半
枚
で
作
ら
な
い
と
、
二
十
枚
で
は
不
足
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
二
一
オ
　
　
　
わ
○
取
り
解
け
祈
り
の
式
次
　
①
楊
れ
消
し
（
字
文
は
常
の
通
り
に
て
省
略
す
）
　
引
き
次
ぎ
の
字
文
次
の
通
り
　
　
別
儀
の
次
第
で
お
わ
し
ま
さ
ん
、
釈
迦
の
こ
み
こ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
と
　
◎
十
六
天
の
氏
子
仲
場
之
時
使
れ
は
申
し
て
、
仏
法
式
法
し
だ
　
　
い
で
、
読
み
分
ケ
取
り
分
ケ
式
法
次
第
を
し
ま
い
ら
す
る
が
、
　
　
釈
迦
の
こ
み
こ
の
自
法
自
力
に
相
ま
い
ら
せ
ん
、
大
小
神
祇
　
　
御
本
尊
様
え
は
コ
ー
リ
の
字
文
で
、
よ
み
や
起
い
て
送
り
迎
　
　
え
て
、
た
し
か
な
前
楯
、
後
ろ
楯
、
御
引
き
次
ぎ
を
頼
み
ま
　
　
い
ら
す
る
、
○
②
コ
ー
リ
く
ば
り
、
　
（
作
法
は
、
神
々
の
名
前
は
て
き
と
う
に
、
コ
ー
リ
を
掛
け
て
、
主
に
仏
の
事
を
行
ふ
の
だ
か
ら
、
本
尊
、
名
高
い
お
寺
等
に
出
来
る
だ
け
、
コ
ー
リ
を
か
け
て
頼
む
べ
し
。
　
例
と
し
て
、
普
段
に
自
分
の
頼
む
神
、
自
分
だ
け
の
信
ず
る
神
、
地
神
公
神
、
屋
の
神
、
／
其
の
処
の
、
そ
う
の
み
な
く
ち
、
氏
神
氏
仏
に
始
り
、
新
四
国
、
四
国
、
西
国
、
高
野
山
、
善
光
寺
、
其
の
他
の
高
仏
、
高
山
、
日
月
、
二
体
と
、
ひ
く
い
処
よ
り
高
い
処
え
と
区
切
り
を
附
け
て
、
コ
ー
リ
の
字
文
で
御
祈
祷
殿
え
迎
え
て
、
式
法
し
だ
い
を
叶
え
て
貰
ふ
様
に
祈
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ケ
　
一
チ
区
切
り
毎
に
読
み
解
を
附
け
る
事
が
必
要
。
次
の
如
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
リ
　
◎
釈
迦
の
こ
み
こ
は
時
使
わ
れ
は
申
し
て
、
住
居
の
上
に
在
位
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
ヂ
　
　
申
し
た
、
地
岬
、
田
地
の
地
主
、
ソ
オ
の
ミ
ナ
ク
チ
昔
中
頃
、
　
　
今
当
代
の
田
地
の
地
主
、
ミ
ホ
ト
ケ
様
の
三
尺
四
面
黒
土
ミ
　
　
バ
カ
に
古
る
き
世
年
に
う
つ
ろ
い
申
し
た
、
汚
ら
い
不
浄
の
　
　
よ
み
分
け
取
り
分
け
祓
い
分
け
の
式
法
次
第
、
し
だ
い
く
　
　
で
、
追
善
供
養
の
お
祝
い
祀
り
も
差
し
上
げ
申
さ
う
沢
に
て
　
　
ご
ざ
れ
ば
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
の
た
し
か
な
前
楯
て
後
ろ
楯
て
、
　
　
御
ん
引
き
／
次
ぎ
を
召
さ
れ
て
、
ア
ダ
ナ
ビ
ケ
イ
を
、
取
ら
　
　
せ
ん
如
く
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
　
ン
ロ
ネ
○
常
の
如
く
に
、
口
釈
し
だ
い
に
、
そ
え
た
り
省
略
し
た
り
し
て
、
よ
み
分
を
附
け
る
。
」
一
ニ
ウ
」
二
ニ
オ
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ト
ナ
3
、
祓
い
　
三
通
か
五
通
、
七
通
、
祓
い
の
字
文
を
唱
へ
る
。
　
仏
の
事
だ
か
ら
、
仏
法
の
祓
い
、
般
若
、
真
言
を
余
計
に
唱
え
　
る
。
　
祓
い
の
読
み
分
ケ
は
、
三
尺
四
面
黒
土
ミ
バ
カ
及
び
其
処
に
用
意
し
た
品
物
御
本
尊
様
の
、
ザ
ツ
マ
を
祓
う
。
④
、
神
仏
勧
請
の
次
第
、
コ
ー
リ
ク
バ
リ
の
要
領
に
て
、
順
序
に
神
仏
の
名
前
を
唱
え
て
、
一
チ
区
切
毎
に
、
の
り
く
ら
御
幣
、
是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ゾ
の
り
く
ら
え
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
御
祈
祷
殿
へ
、
い
と
ん
よ
精
か
に
掛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
ゴ
り
て
用
合
成
り
賜
え
と
、
読
み
附
け
て
、
最
後
は
四
秀
の
歌
と
、
神
道
の
行
い
に
依
り
迎
え
る
。
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
ア
ル
ジ
⑤
、
御
幣
解
ケ
の
字
文
と
作
法
、
次
に
荒
神
下
ろ
し
、
主
祀
り
の
作
法
。
　
次
に
御
幣
を
供
え
た
穀
物
の
中
に
建
て
る
。
　
以
上
は
ス
ソ
の
取
分
の
時
と
だ
い
た
い
同
じ
。
唯
し
黒
土
ミ
墓
の
こ
ゑ
ん
を
切
ら
い
て
は
そ
え
て
祈
る
。
⑥
、
ミ
テ
グ
ラ
祈
り
、
次
の
様
に
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
ヂ
　
　
　
ぬ
　
　
　
古
き
世
年
に
取
り
て
は
、
数
も
が
ず
く
な
、
田
地
の
他
主
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
黒
土
、
ミ
墓
に
、
三
神
屋
の
神
、
御
し
ん
の
ザ
ツ
マ
、
氏
子
　
　
仲
場
に
有
る
よ
の
品
に
、
山
の
魔
群
、
川
の
魔
性
、
御
部
類
　
　
春
属
、
生
き
れ
う
四
足
、
南
無
呪
咀
神
、
キ
ュ
ウ
セ
ン
亡
者
　
　
　
　
エ
ン
　
　
が
御
縁
を
掛
け
て
、
か
き
や
雲
い
て
よ
も
候
う
共
、
ゴ
エ
ン
　
　
を
切
ら
い
て
、
七
十
五
本
に
相
い
か
け
向
ふ
白
葉
の
御
幣
、
　
　
是
れ
の
り
く
ら
を
つ
と
う
て
、
六
道
御
幣
、
是
れ
ミ
テ
グ
ラ
、
　
　
黄
金
の
花
ぺ
ら
花
ミ
テ
グ
ラ
え
、
諸
願
成
就
集
り
用
合
成
り
　
　
給
え
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
が
座
敷
の
証
古
に
／
供
り
申
し
て
、
　
　
ブ
ニ
当
て
授
け
る
、
か
た
え
は
ブ
ニ
ア
テ
授
け
、
ヒ
ケ
イ
よ
　
　
ら
め
、
字
文
経
文
授
け
て
、
恵
合
和
合
で
、
元
の
棲
み
て
う
」
二
ニ
ウ
」
二
三
オ
　
　
其
の
方
角
え
お
く
り
返
い
て
、
南
無
ス
ソ
神
は
、
ス
ソ
の
名
　
　
所
え
送
り
誤
め
て
ま
い
ら
す
る
　
（
此
処
で
ミ
テ
グ
ラ
に
米
を
入
れ
て
、
一
時
、
祀
ル
）
◎
是
よ
り
、
　
1
、
恵
比
須
　
　
　
2
、
公
神
　
　
　
3
、
地
神
　
3
、
山
の
神
　
　
　
4
、
水
神
　
　
ス
ソ
神
と
廻
向
に
祭
文
を
唱
え
る
、
が
此
の
場
合
、
す
べ
て
代
替
と
し
て
、
提
婆
流
の
祭
文
に
よ
っ
て
行
ふ
定
と
成
っ
て
居
る
也
り
。
　
例
を
エ
ブ
ス
の
祭
文
で
記
し
て
お
く
。
　
◎
ゑ
ぶ
す
太
黒
、
福
の
御
神
、
三
神
、
屋
の
神
様
え
は
、
三
所
　
　
は
い
ち
め
に
御
廻
向
し
だ
い
に
、
御
本
地
お
ん
ひ
を
元
に
相
　
　
い
か
け
向
ふ
、
提
婆
流
と
て
流
取
り
か
け
て
、
よ
み
や
ひ
ら
　
　
い
て
参
ら
す
る
、
提
婆
の
祭
文
O
o
注
　
　
終
わ
っ
て
、
よ
み
分
け
集
を
い
の
る
。
／
よ
み
分
の
　
　
」
二
三
ウ
字
文
は
ミ
テ
グ
ラ
祈
と
だ
い
た
い
同
じ
。
　
終
れ
ば
、
ミ
テ
グ
ラ
に
ブ
ニ
ア
ケ
米
を
少
量
投
入
れ
て
祀
る
。
以
下
太
い
ド
ッ
ク
ま
で
同
じ
作
法
で
行
ふ
。
　
山
の
神
、
水
神
の
場
合
に
は
、
祭
文
を
唱
え
て
定
め
の
よ
み
分
、
え
ん
切
り
の
よ
み
分
け
を
附
け
て
、
山
の
神
、
水
神
に
道
引
を
た
の
ん
で
、
ブ
ニ
ア
テ
を
や
っ
て
、
送
り
出
す
様
に
祈
る
。
　
四
足
も
同
様
に
。
　
ス
ソ
は
ト
オ
ド
ウ
尉
門
の
命
に
頼
ん
で
、
呪
咀
の
名
所
え
鎮
り
行
く
様
に
祈
る
。
○
最
後
は
伊
弊
諾
大
神
、
ト
オ
ド
ウ
尉
門
の
命
様
に
廻
向
に
提
婆
流
を
上
げ
て
、
た
の
ん
で
す
べ
て
の
者
を
、
す
べ
て
の
品
や
処
を
ゑ
ん
切
り
し
て
送
り
出
す
。
　
以
下
よ
み
分
け
ゑ
ん
切
り
の
字
文
の
例
を
記
す
。
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ふ
る
　
◎
古
き
世
年
に
山
に
棲
ん
だ
る
魔
群
、
川
に
棲
ん
だ
／
る
魔
性
　
　
　
御
部
類
　
御
春
属
　
四
足
　
二
足
に
、
山
の
ミ
サ
キ
、
川
　
　
の
ミ
サ
キ
、
生
き
れ
う
四
足
、
南
無
呪
咀
神
、
る
い
士
春
属
、
　
　
他
人
の
世
界
の
亡
者
の
霊
が
、
十
六
天
の
三
神
屋
仲
に
、
氏
　
　
子
仲
場
に
、
三
尺
四
面
黒
土
ミ
墓
に
、
山
の
神
、
水
神
、
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン
　
　
荒
神
、
村
公
神
、
氏
神
、
氏
仏
ケ
様
の
御
神
の
ザ
ツ
マ
に
、
　
　
山
川
千
才
諸
木
に
、
ご
ゑ
ん
を
掛
け
て
よ
も
候
ふ
共
、
よ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
　
　
や
み
だ
い
て
、
六
道
ミ
テ
グ
ラ
、
是
の
り
く
ら
ゑ
よ
み
や
ま
　
　
と
め
て
、
字
文
も
た
い
し
て
、
ヒ
ケ
イ
も
よ
ら
め
て
ま
い
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
チ
デ
ウ
　
　
し
た
、
是
れ
受
取
り
て
、
八
帖
ザ
シ
キ
の
有
る
よ
の
品
も
こ
　
　
ゑ
ん
を
切
ら
い
て
、
山
の
ま
ぐ
は
山
の
と
な
か
へ
、
川
の
ま
　
　
ぐ
ん
は
、
川
の
た
な
か
え
、
生
き
れ
う
四
足
は
主
人
の
影
え
、
　
　
南
無
ス
ソ
神
は
、
ス
ソ
の
社
え
、
亡
者
の
も
の
は
仏
け
の
国
　
　
え
、
事
を
如
く
に
諸
願
成
就
／
立
ち
の
き
用
合
成
り
給
え
　
　
（
是
よ
り
先
は
、
同
じ
字
文
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ
◎
注
釈
　
　
此
処
で
伊
葬
諾
様
を
ク
ジ
に
伺
い
出
来
た
と
云
ふ
九
字
が
貰
え
た
ら
、
ミ
テ
ク
ラ
に
米
を
投
ゲ
祀
り
出
す
。
○
次
に
は
前
に
用
意
し
て
有
っ
た
茶
ワ
ン
を
タ
タ
イ
て
ス
ソ
神
を
集
め
る
。
○
次
に
今
日
の
こ
し
か
た
の
祓
い
、
次
に
ゆ
う
が
の
祓
い
で
祓
い
集
め
て
、
幣
速
を
荷
物
に
と
・
の
え
る
。
　
次
に
は
高
田
の
王
子
の
替
り
に
提
婆
流
に
て
、
送
り
鎮
の
上
わ
印
を
祈
る
。
五
印
を
打
っ
て
、
風
呂
敷
に
ツ
ツ
ム
。
　
後
の
仏
ケ
祭
に
供
養
柱
を
建
て
る
場
合
に
は
、
柱
の
元
に
う
め
る
。　
其
の
他
で
有
れ
ば
、
川
に
送
る
か
、
山
の
人
目
に
附
か
ん
場
所
に
う
め
る
。
」
二
四
オ
」
二
四
ウ
　
（
以
上
の
事
は
す
で
に
か
い
た
ス
ソ
の
取
り
分
ケ
の
処
を
見
れ
ば
解
か
る
）
大
同
小
異
で
有
る
。
　
其
の
日
の
内
に
仏
け
祀
を
し
な
い
時
に
は
神
送
り
。
◎
取
り
分
ケ
祀
り
を
行
っ
た
後
で
の
先
祖
祀
り
供
養
　
1
、
用
意
す
る
品
、
供
養
柱
一
本
、
五
寸
に
八
尺
（
出
来
レ
バ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
　
2
、
水
札
墓
の
数
枚
卍
字
札
も
同
数
　
3
、
小
さ
い
供
養
柱
、
必
要
な
時
に
は
用
意
　
供
養
柱
に
必
要
な
字
を
書
き
水
札
も
書
く
。
　
祭
段
に
お
供
え
充
分
に
供
え
、
水
茶
も
供
え
る
。
◎
祀
り
の
式
し
だ
い
①
、
コ
ー
リ
ク
バ
リ
②
、
祓
い
、
　
　
ハ
ジ
　
　
初
め
の
取
り
分
ケ
の
時
と
、
余
り
か
わ
り
は
な
い
が
、
よ
み
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
分
け
の
処
が
時
使
は
れ
で
、
地
ミ
サ
キ
、
田
地
の
地
主
様
の
追
　
善
供
養
祀
の
式
法
次
第
を
す
る
と
言
う
字
文
を
、
よ
み
分
に
附
　
ケ
る
処
が
異
な
る
。
2
、
仏
ケ
の
勧
請
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
　
　
先
づ
地
ミ
サ
キ
、
田
地
の
地
主
様
か
ら
ソ
ウ
の
ミ
ナ
ク
チ
、
　
三
神
屋
の
神
、
氏
寺
、
氏
神
、
十
三
体
の
本
尊
ダ
ン
く
に
高
　
仏
、
高
神
ツ
“
イ
テ
／
四
秀
の
歌
に
神
道
の
行
い
で
供
養
祀
り
　
の
、
お
そ
な
え
も
の
え
迎
え
る
様
に
、
字
文
を
附
け
て
祈
る
。
　
　
ア
ル
ジ
3
、
主
祀
り
を
行
ふ
（
是
の
よ
み
分
ケ
常
と
だ
い
た
い
同
ジ
）
　
◎
此
処
で
次
の
様
に
よ
み
分
ケ
祈
り
を
附
け
る
　
　
別
儀
の
次
第
に
お
わ
し
申
さ
ん
、
十
六
天
で
は
、
い
く
よ
の
　
　
　
　
コ
　
　
昔
に
今
ん
じ
よ
う
此
の
世
を
修
め
て
、
土
ち
で
ん
で
ん
と
、
　
　
し
づ
ま
り
申
し
た
、
田
地
の
地
主
、
み
ほ
と
け
様
に
は
、
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
ウ
ラ
　
　
ら
く
な
ら
く
と
落
ち
や
お
ぼ
れ
て
、
諸
人
の
諸
占
ら
を
ツ
ト
」
二
五
オ
」
二
五
ウ
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ウ
て
、
御
不
足
御
サ
イ
そ
く
も
強
く
に
ご
ざ
れ
ば
、
今
ま
世
　
　
の
氏
子
は
、
心
ろ
揃
ふ
て
、
追
善
供
養
の
御
い
は
い
祀
り
も
　
　
差
し
上
申
さ
う
次
第
に
ご
ざ
れ
ば
、
神
が
守
り
目
釈
迦
の
コ
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
　
ミ
コ
は
、
時
使
わ
れ
は
申
し
て
、
先
き
シ
ョ
ウ
と
も
に
は
、
　
　
黒
ろ
土
ち
ミ
墓
へ
、
ウ
ツ
ロ
イ
申
し
た
汚
が
ら
い
不
浄
は
、
　
　
読
み
分
ケ
／
取
り
分
ケ
祓
い
分
ケ
て
、
日
本
晴
に
祓
い
清
め
　
　
て
、
本
日
こ
ん
や
は
、
取
り
と
う
だ
て
・
、
式
の
御
善
も
差
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ゼ
ン
　
　
上
申
し
て
、
御
善
の
上
え
を
、
祓
い
清
め
て
、
神
道
み
ち
は
　
　
し
送
り
迎
え
も
し
ま
い
ら
し
た
が
、
の
ち
々
々
、
御
経
の
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ム
ケ
　
　
ず
も
七
十
五
流
れ
、
礼
儀
廻
向
に
唱
え
手
向
て
参
ら
す
る
、
　
　
良
き
義
び
て
、
御
祝
祭
の
御
善
を
お
あ
が
り
召
さ
れ
て
、
是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
　
　
れ
受
け
取
り
て
、
仏
ケ
の
国
え
安
ん
ざ
の
位
い
に
着
き
た
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
　
　
え
、
本
ん
ざ
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
シ
ヨ
　
　
　
是
よ
り
線
香
を
立
て
・
お
経
を
始
め
る
が
、
最
初
に
七
本
　
　
立
て
る
が
伊
弊
諾
流
の
定
め
。
◎
仏
法
の
祓
い
　
　
ゲ
ン
イ
ー
　
ス
ク
ン
デ
ー
　
フ
ゥ
キ
ゥ
ー
ホ
ー
ク
シ
イ
ク
ー
　
　
　
ゴ
ン
デ
ン
イ
ー
　
シ
ユ
ウ
サ
ン
グ
イ
ギ
ョ
ウ
ー
。
シ
ン
ブ
　
　
ド
ヲ
ー
　
シ
ソ
ン
ブ
ー
　
サ
ア
モ
ヲ
コ
オ
ー
　
サ
ア
モ
オ
コ
　
　
オ
ー
　
ホ
ロ
ン
ジ
ャ
ー
　
ホ
ロ
ン
ミ
ー
　
ズ
ズ
を
も
み
作
ら
唱
え
て
お
が
む
也
り
。
　
カ
ネ
◎
金
の
打
ち
始
め
の
経
　
　
セ
モ
う
ぼ
う
ー
シ
ョ
オ
メ
ッ
　
ユ
イ
ジ
ユ
ン
　
ユ
ウ
ラ
ク
メ
　
　
　
　
ホ
ヲ
カ
イ
リ
キ
　
　
ツ
、
法
開
力
ト
　
打
チ
ヤ
　
ヒ
ラ
ク
ゾ
　
金
ノ
ヒ
．
・
キ
ニ
、
　
　
ユ
メ
サ
メ
テ
　
ア
ウ
ン
ノ
　
ニ
ジ
ユ
ン
　
キ
ク
ゾ
ト
キ
ー
　
　
キ
メ
ウ
　
ワ
ン
　
ワ
ン
　
オ
ン
（
ワ
ン
ワ
ン
で
金
を
打
ち
乍
　
　
ら
お
が
む
、
三
回
く
り
返
ス
）
、
」
二
六
オ
」
二
六
ウ
　
此
の
あ
と
は
、
　
1
、
開
経
偏
　
　
2
、
サ
ン
悔
文
　
　
3
、
三
帰
　
　
4
、
三
寛
　
五
、
十
善
戒
　
此
処
で
本
人
の
心
次
第
で
、
先
に
書
い
て
有
る
安
心
和
サ
ン
を
唱
え
て
よ
い
。
　
又
此
の
先
は
折
本
に
有
る
、
般
若
真
経
、
十
三
仏
真
言
、
錫
杖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
リ
キ
経
、
シ
ャ
ク
マ
経
、
普
門
品
等
、
ど
の
経
で
も
功
力
は
同
じ
た
か
ら
、
各
々
唱
え
た
り
、
又
是
と
思
ふ
経
を
く
り
返
し
た
り
し
て
充
分
に
廻
向
す
る
。
　
も
う
よ
い
と
思
ふ
時
分
に
ク
ジ
を
見
て
、
す
べ
て
廻
向
が
出
来
た
と
云
ふ
事
に
成
っ
た
ら
、
一
同
に
お
ま
い
り
を
さ
す
。
　
氏
子
が
お
／
ま
い
り
を
す
る
間
は
焼
香
供
養
、
光
明
真
言
等
を
金
を
打
ち
乍
ら
、
唱
え
る
も
の
也
り
。
　
次
に
光
明
真
言
を
何
回
か
唱
え
て
、
氏
子
一
同
の
安
全
を
祈
願
し
て
、
舎
利
札
で
納
め
る
。
◎
墓
で
の
作
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ン
　
　
　
オ
ガ
ミ
　
全
部
の
墓
に
水
ヅ
フ
ダ
を
立
て
る
。
卍
字
は
拝
石
の
下
に
、
ウ
メ
ル
。
御
供
物
も
上
ゲ
ル
。
供
養
柱
は
、
一
番
古
い
墓
の
後
ろ
に
建
て
・
、
取
り
分
ケ
を
し
た
幣
束
は
。
丸
め
て
其
の
元
に
う
め
て
、
石
を
置
い
て
五
印
誤
め
、
及
び
光
明
真
言
。
　
お
ま
い
り
を
斎
ま
せ
た
ら
、
東
南
西
北
中
と
、
五
回
舎
利
札
。
　
○
次
に
東
方
コ
ウ
ザ
ン
、
夜
叉
明
、
南
方
軍
ダ
リ
夜
又
明
、
西
　
　
方
西
徳
夜
叉
明
北
方
コ
ン
ゴ
ウ
夜
又
明
中
方
に
は
大
日
大
聖
　
　
不
動
明
王
様
を
行
い
下
ろ
い
て
、
祀
り
鎮
め
の
是
上
は
印
と
、
　
　
行
い
請
じ
ま
い
ら
す
る
、
土
ち
で
ん
で
ん
／
鎮
り
用
合
成
り
　
　
給
え
と
、
不
動
様
を
頼
ん
で
鎮
め
る
。
墓
で
は
余
り
大
声
に
て
、
お
経
」
二
七
オ
」
二
七
ウ
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を
唱
え
る
も
の
で
は
な
く
、
精
か
に
お
ま
い
り
す
る
も
の
、
お
祀
り
す
る
前
に
山
川
の
春
属
に
別
の
処
え
分
ケ
前
を
、
や
っ
て
お
い
て
か
ら
、
お
祀
に
掛
る
も
の
也
り
。
◎
○
先
祖
の
墓
を
改
葬
す
る
式
次
第
　
用
意
す
る
品
物
　
1
、
米
八
合
八
勺
　
2
、
其
の
他
の
供
物
は
適
当
に
、
水
、
塩
、
線
香
、
　
3
、
各
々
の
墓
に
サ
ン
ゴ
祭
幣
、
六
道
幣
、
一
本
宛
て
、
　
4
、
一
番
古
い
墓
に
サ
ン
ゴ
祭
幣
、
六
道
幣
、
ザ
イ
幣
各
一
本
　
此
の
墓
に
供
え
物
を
供
え
て
、
祭
式
を
す
る
。
◎
祭
式
の
式
次
　
1
、
稜
れ
消
し
の
字
文
　
△
別
儀
の
し
だ
い
で
お
わ
し
ま
せ
ん
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
は
、
諾
　
　
シ
ヨ
ウ
　
　
所
処
に
鎮
り
申
し
た
、
先
祖
の
、
浄
土
を
堀
り
上
ゲ
取
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
タ
　
　
上
ゲ
／
新
し
浄
土
に
送
り
迎
へ
て
、
改
め
祀
り
鎮
の
式
法
次
　
　
を
し
ま
い
ら
す
る
が
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
の
自
法
自
力
に
相
い
　
　
ま
い
ら
せ
ん
、
大
小
神
祇
、
高
や
仏
ケ
の
本
尊
様
え
は
、
　
　
コ
ー
リ
の
字
文
で
当
所
と
こ
ろ
え
送
り
迎
へ
て
、
式
法
し
だ
　
　
い
の
前
へ
楯
て
後
ろ
楯
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
○
②
コ
ー
リ
く
ば
り
、
ジ
ユ
ン
け
ン
ヨ
　
順
序
と
し
て
、
処
の
地
神
公
神
、
ド
ツ
ク
ウ
公
神
、
ツ
カ
荒
神
、
方
位
の
神
、
其
の
処
の
ソ
ウ
の
ミ
ナ
ク
チ
、
山
の
神
、
水
神
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
其
の
処
の
氏
寺
、
新
し
く
納
め
る
土
地
の
氏
神
、
氏
寺
以
下
は
普
段
の
通
。
神
の
分
は
重
用
な
処
に
言
葉
を
か
け
て
他
は
ア
ラ
く
で
良
い
。
　
コ
リ
ク
バ
リ
の
、
よ
み
分
ケ
は
、
前
記
の
通
り
で
良
い
が
、
処
ろ
の
氏
神
氏
寺
様
迎
え
る
処
の
氏
神
氏
寺
様
に
は
、
神
が
た
ら
い
」
二
八
オ
で
恵
合
和
合
の
物
相
談
で
送
り
迎
を
し
て
貰
ふ
様
に
字
文
を
附
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ウ
る
方
位
の
神
に
は
、
／
方
ザ
ワ
リ
を
致
さ
ん
如
く
に
、
こ
と
わ
り
立
て
を
す
る
。
③
、
祓
い
清
め
、
錫
杖
、
三
ゲ
、
般
若
、
真
言
、
塩
、
祓
い
等
を
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
シ
ン
祓
い
幣
を
持
っ
て
、
黒
土
　
ミ
バ
カ
　
御
神
の
ザ
ツ
マ
、
ヒ
ケ
イ
諸
物
の
り
く
ら
御
幣
を
、
祓
い
清
め
る
。
④
、
神
勧
請
、
時
間
を
少
し
省
略
す
る
必
要
が
有
る
事
も
有
る
の
で
、
次
の
法
方
で
行
ふ
場
合
も
有
る
。
◎
字
文
　
　
先
き
し
よ
う
と
も
に
は
、
コ
ー
リ
の
字
文
で
当
所
、
処
に
そ
　
　
な
わ
り
申
し
た
、
地
神
公
神
様
を
元
に
始
め
て
太
小
神
祇
様
　
　
え
は
伺
い
頼
ふ
で
ご
ざ
る
が
、
し
だ
い
し
だ
い
で
式
の
こ
ぜ
　
　
ん
、
の
り
く
ら
御
幣
八
合
八
勺
、
ア
ラ
イ
ネ
フ
マ
を
是
の
り
　
　
く
ら
で
、
送
り
迎
お
し
ま
い
ら
す
る
、
其
の
御
ん
為
に
は
、
　
　
神
道
み
ち
は
し
一
ち
の
太
神
で
行
い
請
う
じ
ま
い
ら
す
る
、
　
　
（
是
よ
り
、
神
道
の
行
い
字
文
を
唱
る
）
　
◎
願
ん
立
て
字
文
、
村
で
も
一
社
郷
う
で
も
、
一
社
国
で
は
太
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
　
　
社
、
高
か
や
仏
ケ
の
御
本
尊
様
を
は
、
三
ン
処
は
一
チ
目
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ヨ
ウ
　
　
三
千
世
界
、
と
う
所
と
こ
ろ
、
の
り
く
ら
ご
へ
い
ヒ
ケ
イ
諸
　
　
物
え
、
送
り
迎
え
も
し
ま
い
ら
し
た
が
、
い
と
ん
よ
精
つ
か
　
　
に
、
お
り
入
り
影
合
召
さ
れ
て
、
是
れ
先
々
の
式
法
し
だ
い
　
　
を
相
い
や
叶
へ
て
賜
わ
れ
た
の
み
ま
い
ら
す
る
、
⑤
主
る
じ
祀
り
作
法
　
　
常
の
如
く
で
省
略
す
⑥
本
尊
が
け
作
法
　
先
に
記
し
た
取
り
分
け
祀
り
の
時
と
だ
い
た
い
同
じ
法
方
。
　
　
廻
向
の
分
は
、
十
三
仏
真
言
、
般
若
真
経
を
三
回
く
ら
い
く
り
返
し
て
、
唱
え
る
だ
け
で
良
い
。
時
間
が
な
く
な
る
か
ら
。
」
二
八
ウ
」
二
九
オ
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お
わ
り
た
ら
是
か
ら
行
ふ
事
を
た
の
ん
で
道
中
無
事
に
、
先
　
方
え
移
動
し
て
、
納
め
さ
し
て
貰
え
る
／
よ
う
に
字
文
を
作
文
　
し
て
祈
る
（
是
れ
が
む
つ
か
し
い
処
ろ
）
　
⑦
ツ
カ
起
こ
し
作
法
　
　
先
づ
小
サ
イ
石
を
取
っ
て
、
む
し
石
の
上
に
置
い
て
起
す
。
　
字
文
は
り
印
に
て
、
　
○
セ
エ
メ
エ
リ
ウ
、
ミ
ヂ
ン
　
ザ
ヂ
ン
に
ソ
バ
カ
、
伏
し
や
オ
　
　
ド
ロ
キ
給
え
、
ホ
ン
コ
ン
に
打
ち
や
開
く
そ
ソ
バ
カ
　
三
回
、
　
ハ
イ
リ
ン
両
手
を
に
ぎ
り
内
向
け
て
合
す
。
両
親
指
を
、
人
差
ユ
ビ
に
つ
か
し
て
親
ユ
ビ
お
上
に
は
ね
る
。
（
オ
キ
タ
カ
、
ク
ジ
ヲ
ミ
テ
モ
ヨ
イ
）
⑧
是
よ
り
、
先
祖
に
対
す
る
改
葬
の
よ
み
分
け
字
文
　
ど
お
言
理
由
で
何
に
ゆ
え
に
、
何
処
と
言
ふ
所
え
改
葬
す
る
か
と
言
ふ
事
を
、
作
文
し
て
祈
る
。
　
一
ツ
例
を
か
く
。
（
例
の
文
）
　
　
別
儀
の
し
だ
い
に
よ
も
候
わ
ん
、
釈
迦
の
コ
ミ
コ
は
御
い
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ト
　
　
ん
様
の
、
氏
子
ど
も
ら
に
時
使
わ
れ
の
し
だ
い
で
御
い
ぜ
ん
　
　
様
を
は
、
当
所
敷
地
よ
り
ど
こ
そ
こ
何
々
様
の
、
お
・
れ
ら
　
　
敷
地
、
新
ら
し
み
墓
え
送
り
迎
へ
の
、
／
式
法
し
だ
い
の
儀
　
　
に
て
ご
ざ
る
が
、
御
い
ぜ
ん
様
は
い
く
よ
の
昔
し
に
此
の
世
　
　
を
収
め
て
、
土
ち
で
ん
で
ん
と
鎮
り
申
し
て
何
人
が
な
ん
年
　
　
と
も
、
く
れ
行
き
申
し
て
ご
ざ
る
が
、
氏
子
ど
も
ら
は
、
と
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
セ
イ
　
　
う
し
よ
処
で
渡
世
ミ
ス
ギ
が
成
ら
い
で
国
に
高
か
越
え
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
カ
ド
　
　
い
つ
こ
の
何
に
と
言
ふ
処
で
、
新
ら
し
御
門
も
建
て
や
広
め
　
　
て
と
う
せ
い
み
す
ぎ
の
儀
に
て
ご
ざ
れ
ば
、
是
れ
先
々
に
、
　
　
御
い
ぜ
ん
様
え
の
、
足
し
手
の
運
ひ
だ
い
せ
ん
も
う
で
も
、
　
　
太
儀
と
申
し
て
、
事
と
切
れ
、
世
永
に
相
成
る
様
で
は
恐
れ
」
二
九
ウ
」
三
〇
オ
　
　
に
ご
ざ
れ
ば
、
当
年
、
世
年
を
良
い
日
と
定
め
て
氏
子
供
も
　
　
ら
は
、
太
の
氏
子
が
元
に
始
め
て
、
小
の
氏
子
に
言
葉
を
掛
　
　
ケ
れ
て
、
物
相
談
も
伏
せ
ま
い
ら
し
て
、
恵
合
、
和
合
の
上
　
　
で
今
日
け
う
は
黒
土
ミ
墓
え
、
足
手
の
運
び
の
儀
に
て
ご
ざ
　
　
れ
ば
釈
迦
の
コ
ミ
コ
は
、
／
師
匠
次
第
に
ゑ
ん
切
り
か
け
て
　
　
地
ご
く
ざ
ら
ゑ
に
か
い
ど
う
ざ
ら
ゑ
に
、
さ
ら
ゑ
上
げ
て
、
　
　
三
ん
ご
祭
幣
、
六
道
御
幣
是
れ
の
り
く
ら
え
引
き
や
渡
い
て
、
　
　
黒
土
ミ
バ
カ
は
大
地
七
尺
掘
り
や
開
い
て
、
取
り
や
納
め
て
　
　
新
し
ミ
墓
え
安
座
に
附
け
る
し
き
法
し
だ
い
の
儀
に
て
ご
ざ
　
　
れ
ば
、
御
い
ぜ
ん
様
は
、
当
所
ミ
は
か
は
、
な
ご
り
惜
し
く
　
　
に
よ
も
候
ふ
共
、
氏
子
ど
も
ら
の
心
を
き
・
入
れ
、
釈
迦
の
　
　
コ
ミ
コ
の
言
ふ
事
、
一
チ
一
チ
道
理
と
わ
き
ま
え
申
し
て
、
　
　
良
き
七
枇
び
で
国
高
越
え
の
式
法
し
だ
い
を
、
相
い
や
叶
え
て
、
　
　
ア
ダ
ナ
、
ヒ
ケ
イ
は
取
ら
せ
ん
如
く
を
、
頼
ミ
ま
い
ら
す
る
、
　
是
よ
り
縁
ん
切
り
◎
　
縁
ん
切
り
の
字
文
作
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
　
　
ト
ウ
シ
ョ
ウ
敷
地
に
納
り
申
、
ミ
霊
は
東
方
／
浄
土
で
、
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ウ
ロ
ク
　
　
の
主
太
神
半
徳
水
神
、
道
陸
神
様
の
お
・
領
敷
地
で
、
御
部
　
　
る
い
御
春
属
の
山
ミ
サ
キ
、
川
ミ
サ
キ
、
魔
群
マ
性
の
も
の
　
　
と
、
よ
れ
て
も
つ
れ
て
よ
も
候
ふ
共
、
御
縁
を
切
ら
い
て
、
　
　
黒
土
ミ
墓
え
、
集
り
用
合
成
り
給
え
、
マ
群
マ
性
の
も
の
に
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
は
、
白
ろ
米
千
石
、
黒
米
千
石
、
マ
米
も
千
石
、
三
千
石
も
、
　
　
ブ
ニ
ア
テ
、
ヒ
ケ
イ
よ
ら
め
て
出
ま
い
ら
し
た
、
是
受
取
り
　
　
て
、
元
の
棲
か
に
早
く
に
立
ち
の
き
用
合
成
り
給
え
　
　
（
米
を
少
々
投
げ
る
）
、
南
　
西
　
北
　
中
、
皆
な
同
じ
作
法
　
　
ト
ウ
　
　
　
ナ
ン
　
　
　
サ
イ
　
　
　
ホ
ン
　
　
　
チ
ュ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ナ
ワ
　
　
東
方
、
南
方
、
西
方
、
北
方
、
中
方
浄
土
に
位
置
り
申
し
　
　
た
、
山
の
神
、
水
神
、
道
陸
神
様
に
は
、
御
ん
礼
い
れ
い
と
」
三
〇
ウ
」
三
一
オ
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フ
マ
　
　
米
蒔
き
上
げ
て
ま
い
ら
す
る
、
（
米
を
少
少
ま
き
上
る
）
　
　
米
ま
い
た
“
い
て
、
良
き
占
び
て
御
春
属
を
、
ミ
ヒ
ザ
の
元
　
　
え
、
お
ん
引
き
の
け
を
頼
み
ま
い
ら
す
る
、
／
黒
土
ミ
タ
マ
　
　
は
、
五
方
五
体
十
ニ
ケ
方
で
、
生
き
れ
う
、
犬
神
、
四
足
、
　
　
二
足
、
南
無
ス
ソ
神
、
有
縁
、
無
縁
の
亡
者
と
よ
れ
て
も
つ
　
　
れ
て
、
よ
も
候
う
共
御
縁
を
切
ら
い
て
、
黒
土
ミ
墓
え
集
り
　
　
用
合
成
り
給
え
、
生
き
れ
う
犬
神
、
四
足
、
二
足
、
ナ
ム
ス
　
　
ソ
神
、
亡
者
の
も
の
に
も
白
米
黒
米
マ
米
が
千
石
、
三
千
石
　
　
と
も
、
ブ
ニ
ア
テ
ヒ
ケ
イ
を
よ
ら
め
た
、
是
受
取
り
て
、
元
　
　
　
ガ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
方
角
え
立
ち
の
き
用
合
成
り
給
え
、
黒
土
ミ
タ
マ
の
御
い
ぜ
　
　
ん
様
は
、
東
方
浄
土
の
浄
土
に
ご
ざ
る
か
、
地
国
に
ご
ざ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヂ
　
　
か
、
高
山
ほ
ぞ
ん
に
ご
ざ
る
か
、
氏
寺
氏
仏
ケ
氏
神
様
の
ザ
　
　
ツ
マ
に
ご
ざ
る
と
、
千
才
古
木
に
御
縁
を
掛
ケ
て
ご
ざ
る
と
、
　
　
十
ツ
方
世
界
に
ご
ざ
る
と
、
七
ツ
の
か
い
ど
う
八
ツ
か
の
地
　
　
国
に
ご
ざ
る
と
、
御
縁
を
放
い
て
、
御
縁
を
切
ら
い
て
、
三
　
　
尺
四
面
黒
土
ミ
バ
カ
エ
諸
願
成
就
、
集
り
／
用
合
成
り
給
え
、
　
　
南
西
北
中
、
同
じ
◎
是
よ
り
七
山
の
和
讃
と
地
国
ザ
ラ
エ
の
和
讃
を
唱
え
て
、
の
り
く
ら
御
幣
え
迎
る
（
金
を
打
ち
乍
ら
）
　
△
黒
土
ミ
バ
カ
に
集
り
申
し
た
、
ミ
タ
マ
の
御
い
ぜ
ん
様
を
は
、
　
　
地
国
ザ
ラ
エ
ニ
か
い
ど
う
ザ
ラ
エ
を
唱
え
た
む
け
て
、
の
り
　
　
く
ら
御
幣
え
、
行
い
上
げ
て
し
ま
い
ら
す
る
◎
七
山
の
和
讃
（
和
讃
の
声
に
て
）
ズ
ズ
も
持
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ウ
ゴ
ク
　
　
先
づ
一
チ
番
に
富
士
の
山
に
登
り
し
て
、
東
国
見
れ
ば
四
十
　
　
七
里
有
り
と
見
た
、
み
山
に
叶
な
わ
ぬ
花
な
れ
ど
、
し
き
び
　
　
ヒ
　
　
一
ト
元
植
え
お
い
て
、
ち
ん
と
こ
ま
く
ら
た
・
へ
の
廻
向
で
　
　
よ
り
ご
ざ
れ
、
」
三
一
ウ
」
三
ニ
オ
先
づ
二
番
目
に
、
紀
洲
の
国
大
峯
山
に
登
り
し
て
、
富
士
に
勝
さ
り
し
山
な
れ
ど
、
東
国
見
れ
ば
四
十
七
里
有
り
と
見
た
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
モ
ト
ミ
山
に
叶
わ
ぬ
花
な
れ
ど
／
仏
木
一
ト
本
植
え
お
い
て
、
ち
ん
と
こ
枕
ら
た
・
ゑ
の
廻
向
で
よ
り
ご
ざ
れ
、
先
づ
三
番
目
に
わ
、
四
国
は
、
石
し
つ
ち
山
に
登
り
し
て
、
前
は
神
、
後
ろ
は
仏
ケ
、
よ
う
つ
の
罪
を
く
だ
く
石
ヅ
チ
山
、
東
国
見
れ
ば
、
四
十
七
里
有
る
と
見
た
、
ミ
山
に
叶
わ
ぬ
花
な
れ
ど
、
ち
ん
と
こ
枕
ら
た
・
ゑ
の
廻
向
で
よ
り
ご
ざ
れ
、
先
づ
四
番
目
に
ビ
ッ
チ
ウ
の
国
、
立
山
に
登
り
し
て
、
東
国
見
れ
ば
四
十
七
里
有
る
と
見
た
、
ミ
山
に
叶
わ
ぬ
花
成
れ
ど
、
ソ
ー
バ
キ
　
ヒ
ト
モ
と
、
植
え
置
い
て
チ
ン
ト
コ
枕
ら
た
・
ゑ
の
廻
向
で
よ
い
ご
ざ
れ
、
先
づ
五
番
目
に
出
羽
の
国
、
羽
黒
山
に
登
り
し
て
、
東
国
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ナ
れ
ば
四
十
七
里
有
る
と
見
た
、
ミ
山
に
叶
わ
ぬ
花
な
れ
ど
柳
ギ木
一
ト
元
植
お
い
て
、
チ
ン
ト
コ
枕
ら
た
・
ゑ
の
廻
向
で
よ
り
ご
ざ
れ
、
先
六
番
目
に
は
紀
洲
の
国
、
高
野
山
に
登
り
し
て
、
東
国
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
れ
ば
四
十
七
里
あ
り
と
見
た
、
ミ
山
に
叶
わ
ぬ
花
な
れ
ど
、
　
　
　
　
　
モ
ト
ハ
ス
を
一
ト
本
植
え
お
い
て
、
チ
ン
ト
コ
枕
ら
た
こ
え
の
廻
向
で
よ
り
ご
ざ
れ
、
先
七
番
目
に
は
し
も
つ
け
の
国
、
日
光
山
に
登
り
し
て
、
東
国
見
れ
ば
四
十
七
里
有
り
と
見
た
、
深
山
に
叶
わ
ぬ
花
な
れ
ど
、
な
ぎ
を
一
ト
元
植
え
お
い
て
、
チ
ン
ト
コ
枕
ら
た
・
ゑ
の
廻
向
で
よ
り
ご
ざ
れ
、
是
に
な
び
か
ぬ
神
も
な
し
、
是
に
な
び
か
ぬ
仏
ケ
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ガ
（何
々
の
仏
ケ
様
）
東
方
極
楽
浄
土
の
曲
り
が
七
十
曲
り
、
南
方
弥
陀
の
浄
土
曲
り
が
七
十
曲
り
、
西
方
ク
ホ
ン
が
浄
土
」
三
ニ
ウ
」
三
三
オ
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の
曲
り
が
七
十
曲
り
、
北
方
弥
勒
ス
イ
シ
ヨ
曲
り
も
七
十
曲
　
　
り
、
八
幡
地
国
の
曲
り
も
七
十
曲
り
、
三
尺
四
面
の
曲
り
が
　
　
七
十
曲
り
、
信
野
の
国
善
光
寺
の
／
お
寺
に
差
し
出
で
・
、
　
　
無
情
の
風
に
打
ち
ふ
け
て
、
尾
根
越
へ
、
佐
古
越
へ
、
谷
越
　
　
へ
て
、
よ
り
ご
ざ
れ
や
、
地
国
々
々
へ
告
げ
や
渡
い
た
告
げ
　
　
の
い
た
。
　
　
よ
み
分
け
、
三
尺
四
面
の
御
縁
を
切
ら
い
て
、
ザ
ラ
リ
と
こ
　
　
ゑ
ん
を
放
い
て
、
の
り
く
ら
御
幣
え
か
・
り
て
影
合
成
り
給
　
　
え
、
◎
地
国
ザ
ラ
エ
和
讃
　
　
正
月
入
れ
ば
梅
の
花
、
七
ナ
宇
根
、
七
ナ
サ
コ
、
七
ナ
谷
、
　
　
宇
根
々
々
、
サ
コ
々
々
、
谷
々
迄
も
咲
き
や
栄
へ
た
花
な
れ
　
　
ど
、
あ
の
世
で
栄
は
ぬ
花
な
れ
ど
、
此
の
世
で
栄
え
に
栄
え
　
　
て
勇
み
て
よ
り
ご
ざ
れ
ー
、
　
　
二
月
は
椿
の
花
（
以
下
同
）
　
　
　
　
　
　
サ
ク
ラ
　
　
三
月
入
れ
ば
桜
の
花
、
　
　
四
月
入
れ
ば
ゴ
コ
ク
の
花
（
以
下
同
）
、
　
　
五
月
入
れ
ば
う
の
花
　
以
下
同
、
　
　
六
月
入
れ
ば
ユ
リ
の
花
、
以
下
同
、
　
　
七
月
入
れ
ば
ソ
ウ
バ
キ
の
花
同
　
是
よ
り
よ
み
わ
け
　
　
何
々
ミ
タ
マ
の
御
い
前
様
を
は
、
／
五
方
五
体
十
ニ
ケ
方
の
　
　
あ
る
よ
の
物
の
御
縁
を
き
ら
い
て
、
ご
ゑ
ん
を
放
い
て
、
三
　
　
尺
四
面
黒
土
み
墓
え
よ
み
や
集
め
て
、
地
国
ザ
ラ
ヱ
か
い
ど
　
　
う
ザ
ラ
ヱ
に
サ
ラ
ヱ
上
げ
た
、
式
法
次
第
も
差
し
上
げ
申
し
　
　
て
ま
い
ら
し
た
が
、
三
尺
四
面
の
御
へ
ん
も
切
ら
い
て
、
の
　
　
り
く
ら
御
幣
、
是
れ
の
り
く
ら
ゑ
、
安
座
の
位
い
に
着
き
た
」
一二
三
ウ
」
三
四
オ
　
　
ま
ゑ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ
◎
注
　
　
こ
こ
で
九
字
に
か
け
て
伺
っ
て
見
て
、
出
来
た
と
言
ふ
　
　
九
字
を
貰
っ
た
ら
、
四
季
の
歌
、
神
道
の
行
い
に
か
・
る
。
　
◎
御
い
ぜ
ん
様
に
は
、
九
字
め
い
け
い
を
う
か
“
い
申
せ
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
　
　
良
き
よ
ろ
こ
び
で
、
の
り
く
ら
御
幣
是
れ
の
り
く
ら
え
、
安
　
　
ザ
に
つ
い
て
下
さ
れ
る
と
の
お
・
せ
に
ご
ざ
れ
ば
、
四
秀
の
　
　
歌
も
歌
い
か
け
、
神
道
ミ
チ
ハ
シ
一
チ
の
太
じ
で
送
り
迎
を
　
　
し
ま
い
ら
す
る
、
（
四
秀
の
歌
神
道
の
行
い
を
祈
る
）
◎
お
わ
り
て
よ
み
分
け
　
　
是
迄
お
あ
ら
ん
限
り
に
送
り
迎
／
を
し
ま
い
ら
し
た
が
、
安
　
　
ザ
の
位
に
つ
き
給
え
、
の
り
く
ら
御
幣
一
チ
の
や
す
場
で
、
　
　
新
し
ミ
墓
え
送
り
迎
え
て
、
改
め
納
め
祀
り
も
し
ま
い
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヂ
　
　
れ
ば
、
氏
子
ど
も
ら
に
相
性
相
い
氏
、
相
人
有
り
て
も
、
相
　
　
性
変
り
に
相
性
う
つ
れ
は
致
さ
ん
如
に
、
の
り
く
ら
御
幣
に
　
　
収
り
用
合
成
り
た
ま
ゑ
、
氏
子
供
等
は
黒
土
ミ
墓
を
、
七
尺
　
　
五
寸
二
歩
と
掘
り
や
開
い
て
、
取
り
や
納
め
を
し
ま
い
ら
す
　
　
れ
ば
、
よ
き
岳
び
を
召
さ
れ
て
賜
わ
れ
頼
み
参
ら
す
る
、
　
　
　
　
　
　
　
セ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
注
、
　
此
処
で
石
ヒ
其
の
他
の
墓
且
を
、
持
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
か
、
処
分
し
て
も
良
い
か
聞
い
て
見
て
、
御
幣
を
安
全
の
処
に
立
て
お
い
て
、
古
い
は
か
か
ら
掘
り
始
め
る
。
　
始
に
ツ
カ
起
し
を
し
た
石
墓
の
四
方
の
土
少
量
ヅ
・
、
別
々
に
紙
に
ツ
・
み
、
先
方
の
新
し
い
処
に
も
ど
す
。
一
墓
々
々
九
字
で
う
か
“
っ
て
見
る
の
も
良
し
。
　
全
部
出
来
た
ら
、
も
う
一
度
／
可
否
を
う
か
“
っ
て
、
良
け
れ
ば
石
碑
等
持
っ
て
行
け
な
い
時
に
は
、
集
め
て
祓
い
清
め
て
、
字
文
法
文
は
、
御
縁
を
切
ら
い
て
、
元
の
御
ご
ざ
に
安
座
の
位
い
に
上
げ
る
。
字
文
を
消
し
て
、
石
の
た
ま
し
い
を
入
れ
て
、
う
め
る
。
」
三
四
ウ
」
三
五
オ
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◎
字
文
‖
行
い
使
ふ
た
、
字
文
は
、
南
無
き
ゑ
ん
に
ソ
バ
カ
　
ケ
　
　
チ
リ
ン
に
　
ソ
バ
カ
　
キ
エ
ン
に
ソ
バ
カ
　
三
回
　
　
　
　
　
　
ア
　
○
是
天
竺
、
天
ま
の
か
ら
じ
ょ
こ
く
よ
り
　
大
岩
小
岩
と
、
行
　
　
い
下
ろ
い
て
、
地
段
国
の
大
岩
小
岩
と
、
行
い
か
け
る
、
是
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
サ
マ
　
　
の
や
、
石
は
、
大
岩
小
岩
と
、
直
ら
せ
給
、
収
り
給
え
、
　
　
　
　
　
コ
ウ
ジ
ン
○
次
に
ツ
カ
荒
神
様
を
、
サ
ン
ゲ
、
錫
杖
、
塩
、
般
若
真
経
等
に
　
て
祓
い
清
め
て
、
此
の
場
の
ゑ
ん
を
切
っ
て
、
元
の
位
い
に
上
　
る
様
に
祈
り
、
○
次
に
山
荒
神
を
行
い
お
ろ
い
て
、
此
の
場
を
領
じ
取
ら
す
よ
う
　
に
祈
る
〇
五
印
し
づ
め
で
其
の
場
を
鎮
め
る
。
　
一
切
出
来
た
ら
幣
と
骨
を
入
れ
た
箱
を
揃
え
て
、
祓
い
を
唱
え
て
、
此
の
場
の
ゑ
ん
を
切
っ
て
、
タ
マ
シ
イ
は
先
に
先
方
の
氏
ぢ
寺
迄
、
迷
わ
ず
に
行
く
様
に
祈
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
マ
　
山
の
神
、
水
神
、
道
陸
神
に
米
蒔
き
上
げ
て
、
春
属
魔
群
に
、
行
合
い
来
合
に
相
わ
ん
如
く
に
、
送
り
附
け
て
貰
ふ
様
に
祈
願
を
す
る
。
◎
先
方
に
着
い
た
時
の
作
法
　
先
づ
全
部
来
て
居
る
か
聞
い
て
見
る
。
必
要
と
思
っ
た
時
に
は
次
の
字
文
お
唱
え
る
。
ミ
タ
マ
を
移
し
た
幣
を
持
っ
て
、
◎
字
文
、
先
き
ん
よ
と
も
に
は
、
（
ど
こ
そ
こ
に
）
よ
う
年
久
し
　
　
く
鎮
り
申
し
た
（
何
の
ミ
タ
マ
）
を
、
当
所
処
え
送
り
迎
え
　
　
を
し
ま
い
ら
し
た
が
、
当
所
と
こ
ろ
に
、
安
座
の
位
い
に
附
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
コ
　
　
き
た
ま
ゑ
、
東
方
か
い
ま
ん
ま
ん
の
仏
ケ
た
ち
も
、
此
処
で
　
　
マ
　
　
招
ね
け
ば
奇
り
ご
ざ
る
、
奇
り
て
、
わ
し
ま
せ
／
仏
ケ
た
ち
、
　
　
は
ん
ぜ
い
わ
し
ま
せ
ミ
タ
マ
た
ち
、
南
西
北
中
、
五
方
五
体
　
　
十
ニ
ケ
方
（
以
下
字
文
同
じ
）
、
神
道
ミ
チ
ハ
シ
一
チ
の
太
」
三
五
ウ
」
三
六
オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヅ
　
　
神
で
送
り
迎
を
し
ま
い
ら
す
る
、
い
と
ん
よ
精
か
に
当
所
と
　
　
こ
ろ
に
影
合
召
さ
れ
て
、
安
座
の
位
い
に
附
き
賜
え
、
本
座
　
　
の
位
い
に
着
き
賜
え
、
て
ん
げ
の
位
い
と
上
り
ま
せ
、
（
是
　
　
れ
集
ら
ん
事
な
し
）
◎
各
々
納
め
た
ら
、
水
フ
ダ
、
供
用
柱
等
揃
え
て
、
供
え
お
し
て
、
祓
い
。
般
若
心
経
、
光
明
真
言
等
を
唱
え
て
、
柱
、
水
フ
ダ
立
て
・
、
一
同
お
ま
い
り
し
て
、
舎
利
札
に
て
、
ツ
カ
鎮
を
し
て
家
に
も
ど
っ
て
仏
段
の
前
で
廻
向
し
て
終
り
。
◎
注
　
改
葬
し
た
時
に
は
、
始
め
て
の
ボ
ン
月
に
初
ボ
ン
の
祭
り
　
　
　
　
　
　
　
オ
が
必
要
で
有
る
。
折
り
掛
ド
ウ
ロ
か
テ
オ
チ
ン
一
個
で
も
よ
い
。
　
又
其
の
日
に
ま
い
そ
う
の
出
来
／
な
い
時
に
は
、
家
の
雨
タ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
の
処
に
ゾ
ク
に
云
ふ
水
棚
な
を
作
り
、
骨
は
下
に
置
い
て
、
幣
は
上
に
お
い
て
、
供
え
を
し
て
祀
り
、
明
日
に
納
め
る
様
に
す
る
。
　
式
次
第
や
よ
み
分
は
、
一
ツ
定
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
其
の
時
其
の
場
に
合
ふ
様
に
考
案
し
て
、
と
“
こ
う
り
無
い
様
に
心
ろ
掛
け
る
。
又
数
ず
有
る
墓
の
中
で
一
ツ
だ
け
持
っ
て
行
く
時
に
は
、
他
の
墓
と
の
縁
ん
切
り
も
忘
れ
な
い
様
に
心
ろ
掛
る
事
。
　
又
改
葬
せ
ん
と
す
る
時
に
は
、
急
に
決
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
心
掛
ケ
た
時
点
で
、
其
の
事
を
早
目
に
墓
前
で
告
げ
て
置
く
と
よ
り
良
く
で
き
る
も
の
也
り
。
　
た
い
て
い
の
家
に
水
子
の
霊
も
有
る
の
で
そ
れ
に
も
言
葉
を
か
け
て
、
い
つ
し
よ
に
つ
れ
て
行
く
事
を
忘
れ
な
い
事
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ィ
　
　
　
　
　
イ
ワ
○
石
碑
を
新
し
く
建
る
作
法
（
瑞
魂
　
磐
）
　
　
　
　
　
　
ア
マ
　
出
来
れ
ば
、
雨
た
れ
に
に
わ
む
し
ろ
を
敷
い
て
、
一
基
の
場
合
、
四
ツ
に
タ
タ
ム
。
其
の
上
に
石
碑
台
石
等
を
置
い
て
、
一
ト
元
毎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ナ
に
紙
を
し
い
て
、
米
ツ
ブ
を
小
量
供
え
て
、
字
文
を
唱
え
乍
ら
金
ヅ
チ
で
し
り
の
方
を
打
つ
。
重
ね
石
も
同
じ
に
。
　
三
回
宛
」
三
六
ウ
」
三
七
オ
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◎
字
文
　
石
の
す
い
ば
く
ぬ
き
の
法
　
○
地
に
水
し
す
い
ば
く
、
す
い
ご
ん
　
た
ら
り
や
そ
ば
か
、
天
　
　
に
水
し
水
ば
く
、
す
い
ご
ん
だ
ら
り
や
そ
ば
か
、
地
の
大
岩
　
　
小
岩
の
水
い
ば
く
は
、
天
ん
の
大
岩
小
岩
打
っ
て
放
す
、
み
　
　
ち
ん
さ
ち
ん
に
そ
ば
か
、
　
次
に
般
若
心
経
等
で
三
回
七
回
唱
え
て
祓
ふ
。
石
碑
を
建
て
た
ら
四
秀
の
歌
、
七
山
の
和
讃
の
廻
向
し
て
、
御
本
尊
を
迎
え
て
廻
向
し
て
、
祀
り
を
す
ま
し
て
、
／
舎
利
札
で
ツ
カ
鎮
め
を
行
ふ
。
東
南
西
北
中
と
、
五
回
く
り
返
し
唱
え
る
と
、
よ
ろ
し
い
。
○
参
考
文
、
墓
の
事
を
土
チ
ク
ル
と
言
ふ
。
お
堂
の
事
を
か
し
き
、
穴
の
事
、
ソ
ノ
塔
の
事
を
ア
ラ
ラ
ギ
と
言
ふ
。
○
伊
弊
諾
流
で
行
ふ
事
の
違
い
は
、
　
①
、
コ
ー
リ
ク
バ
リ
法
　
②
、
祓
い
を
い
く
通
り
か
行
ふ
　
③
、
神
仏
ケ
を
勧
請
す
る
作
法
　
4
、
よ
み
分
と
か
理
か
ん
と
云
ふ
字
文
を
作
文
し
て
唱
え
る
。
　
　
　
フ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
カ
ガ
　
④
、
節
し
め
、
ふ
し
め
で
九
字
と
言
っ
て
、
可
否
を
伺
っ
て
見
　
　
る
作
法
を
行
ふ
事
が
定
め
で
有
る
。
字
文
字
法
を
、
暗
記
し
　
　
た
上
で
行
ふ
。
幣
束
が
必
要
と
成
っ
て
居
て
、
其
の
幣
が
す
　
　
る
事
に
よ
り
異
な
っ
て
居
る
。
　
　
日
本
の
他
の
流
儀
に
は
な
い
古
代
の
法
で
有
る
。
◎
塚
起
し
堂
寺
祀
り
の
後
で
鎮
の
字
文
　
折
本
に
書
い
て
有
る
。
舎
利
札
を
五
方
え
唱
え
た
後
で
、
不
動
明
王
を
鎮
め
の
上
印
に
祈
願
し
、
　
　
東
方
降
山
夜
又
明
王
、
南
方
軍
多
利
夜
又
明
王
、
西
方
西
徳
　
　
夜
又
明
王
、
北
方
金
剛
夜
又
明
王
、
中
方
大
日
大
聖
不
動
明
　
　
　
　
　
　
　
デ
ン
　
　
王
、
立
ち
法
田
と
立
っ
て
、
鎮
り
用
合
成
り
給
え
、
」
三
七
ウ
」
三
八
オ
　
五
方
に
と
な
え
る
。
師
傳
の
法
。
是
れ
に
て
、
鎮
ま
ら
ん
事
、
　
無
し
と
許
さ
れ
た
。
○
仏
法
に
て
祀
り
や
祈
祷
を
行
ふ
場
合
に
は
般
若
心
経
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
其
の
上
に
灼
摩
絡
、
錫
杖
経
、
不
動
経
、
観
音
経
等
、
必
要
に
成
る
時
も
有
る
。
　
　
　
神
道
に
よ
る
葬
祭
式
次
第
〇
一
、
身
潔
の
祓
い
　
祓
戸
の
大
神
を
祈
り
、
祓
い
、
塩
水
に
て
　
　
清
る
〇
二
、
座
祓
い
　
大
祓
い
三
巻
（
三
回
く
り
返
す
事
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ク
リ
コ
ト
　
　
カ
ミ
〇
三
、
降
神
の
儀
　
神
勧
請
　
幽
事
の
神
（
葬
儀
を
司
る
神
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
プ
ス
ナ
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
　
　
及
び
、
天
祖
三
柱
の
大
神
、
伊
葬
諾
大
神
、
産
土
大
神
（
処
　
　
ろ
の
氏
神
様
）
　
　
　
ミ
シ
ナ
〇
四
、
三
科
の
祓
い
　
　
　
ミ
ケ
ミ
キ
ノ
リ
ト
　
五
、
御
食
御
酒
献
上
の
詞
　
　
　
キ
ユ
ウ
〇
六
、
帰
幽
奏
上
祭
の
詞
（
死
亡
し
た
人
の
氏
名
、
死
亡
の
年
月
　
　
日
を
申
告
す
る
　
　
　
イ
〇
七
、
移
霊
祭
1
1
此
の
時
に
死
亡
し
た
人
の
身
体
を
身
潔
の
祓
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
　
　
　
三
巻
以
上
よ
く
祓
ふ
て
霊
代
（
イ
ハ
イ
）
に
移
す
こ
と
）
〇
八
、
納
棺
祭
1
1
死
亡
し
た
人
を
棺
に
納
め
る
事
を
告
る
〇
九
、
告
別
祭
1
1
家
族
一
同
参
列
者
を
席
に
つ
け
る
　
　
　
祭
文
奏
上
、
死
亡
し
た
人
の
お
い
た
ち
、
死
亡
す
る
迄
の
　
　
リ
レ
キ
／
を
文
に
作
る
。
別
れ
の
詞
を
唱
え
る
。
〇
十
、
玉
串
奉
呈
　
一
同
に
玉
串
、
又
は
代
表
者
」
三
八
ウ
」
三
九
オ
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〇
十
一
、
出
棺
の
儀
　
左
え
廻
る
三
回
。
場
所
が
せ
ま
い
処
で
は
　
　
　
　
　
　
　
お
と
も
　
　
棺
を
ま
わ
る
。
行
列
　
太
刀
　
ホ
ー
キ
　
タ
イ
マ
ツ
（
火
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
タ
　
　
　
花
か
ご
　
五
行
を
表
す
る
旗
、
木
は
（
青
）
火
は
（
赤
）
　
　
　
　
　
　
　
テ
オ
キ
　
　
の
旗
　
故
人
の
弔
旗
、
御
棺
、
土
（
黄
）
金
は
（
黒
）
水
は
　
　
（
白
）
　
野
辺
送
り
の
旗
、
弓
矢
、
　
　
　
右
の
葬
列
、
出
棺
作
法
、
地
域
に
依
り
異
る
風
習
を
尊
重
○
引
き
ツ
“
い
て
五
十
日
祭
を
行
ふ
場
合
　
九
、
五
十
日
祭
の
祝
詞
を
捧
告
す
る
　
十
、
玉
串
を
家
族
、
親
族
に
捧
呈
さ
す
　
十
一
、
位
牌
を
霊
社
に
合
祭
す
　
十
二
、
墓
地
に
行
き
墓
前
祭
、
供
物
、
家
族
一
同
ま
い
り
　
十
三
、
帰
家
祭
、
大
祓
い
三
回
、
其
の
他
、
供
養
祈
り
　
十
四
、
昇
神
の
儀
、
神
送
り
を
す
る
　
　
○
神
道
式
　
年
祭
次
第
〇
一
、
身
潔
い
祓
い
　
祓
い
戸
の
大
神
を
唱
え
神
前
を
祓
い
、
塩
　
　
水
に
て
清
め
る
。
〇
二
、
座
祓
い
　
大
祓
い
三
巻
上
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ウ
ジ
〇
三
、
降
神
の
儀
　
神
勧
請
、
幽
事
大
神
、
天
祖
三
神
、
伊
葬
諾
　
　
　
　
　
　
　
ウ
プ
ス
ナ
　
　
の
大
神
、
処
の
産
土
大
神
を
迎
え
る
。
〇
四
、
三
科
の
祓
い
〇
五
、
御
食
御
酒
の
り
と
〇
六
、
幽
事
の
大
神
に
故
俗
名
、
何
某
の
何
年
祭
を
行
ふ
事
を
申
　
　
告
す
る
。
〇
七
、
霊
前
を
祓
い
供
養
を
す
る
（
良
き
岳
び
か
伺
ふ
作
法
の
事
　
　
九
字
も
見
る
）
〇
八
、
年
忌
祭
祝
詞
を
奏
上
す
る
。
〇
九
、
玉
串
を
奉
呈
す
る
。
」
三
九
ウ
〇
十
、
墓
前
に
行
き
供
え
物
を
し
て
、
墓
前
祭
を
し
て
、
参
拝
さ
　
　
せ
る
。
〇
十
一
、
帰
宅
し
て
、
神
前
を
祓
ふ
。
大
祓
い
三
回
。
〇
十
二
、
昇
神
、
神
送
り
　
各
年
祭
は
以
上
に
準
ず
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
カ
ダ
イ
ラ
　
右
は
物
部
村
岡
の
内
桑
の
川
、
中
平
小
松
為
繁
伝
で
有
る
。
　
氏
は
師
匠
が
古
代
神
道
の
流
儀
を
受
け
つ
い
で
居
た
。
吉
田
神
道
、
又
は
橘
家
（
京
の
チ
ツ
家
）
、
又
は
鎌
倉
流
ど
ち
ら
か
で
有
る
。
伊
葬
諾
流
古
式
に
は
葬
儀
の
式
次
第
は
伝
っ
て
居
な
い
。
　
古
代
日
本
は
葬
式
は
仏
の
法
式
が
ほ
と
ん
ど
て
、
宮
中
も
明
治
以
前
は
仏
式
で
有
る
。
現
在
の
神
職
の
作
法
は
古
代
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
神
道
の
法
式
を
、
明
治
政
府
が
神
仏
分
り
令
を
発
布
す
る
と
き
に
、
神
祀
り
の
作
法
の
式
次
第
に
国
の
定
め
と
し
て
採
用
し
た
法
式
で
有
る
。
　
　
　
平
成
六
年
二
月
十
日
小
松
豊
孝
○
現
在
神
職
は
葬
儀
に
は
大
祓
い
は
一
切
使
は
な
い
。
○
百
萬
扁
念
仏
供
養
の
起
源
と
、
信
法
意
儀
に
つ
い
て
　
大
き
な
連
球
の
わ
を
、
多
勢
の
老
若
男
女
が
寺
や
お
堂
に
揃
ふ
て
念
仏
を
唱
え
乍
ら
、
連
球
を
引
き
ま
す
作
法
で
、
考
案
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
ボ
　
オ
人
は
禅
宗
の
お
主
子
さ
ん
で
天
明
二
年
、
西
暦
一
七
八
二
年
に
等
順
上
人
（
ト
ウ
ジ
ュ
ン
ジ
ョ
ウ
ニ
ン
）
で
有
る
。
禅
宗
信
仰
で
有
る
。　
目
的
は
色
々
有
る
と
思
は
れ
る
が
、
其
の
一
ト
ツ
に
は
、
大
勢
　
　
　
　
　
　
　
エ
ゴ
ウ
ワ
ゴ
ウ
が
一
同
に
揃
ふ
て
会
合
和
合
と
、
ニ
ツ
に
は
終
戦
迄
の
日
本
の
習
性
と
し
て
、
男
が
上
位
の
社
会
で
女
は
夫
に
仕
え
、
姑
に
仕
え
、
今
で
言
ふ
ス
ト
レ
ス
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
生
活
を
し
て
居
た
故
に
、
気
晴
ら
し
に
一
ツ
時
を
過
す
効
果
も
考
え
て
の
事
で
有
っ
た
と
思
」
四
〇
オ
」
四
〇
ウ
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わ
れ
る
。
　
そ
れ
故
に
む
つ
か
し
い
お
経
で
は
な
く
て
、
す
ぐ
に
お
ぼ
え
ら
れ
る
南
無
阿
彌
陀
仏
の
く
り
返
し
で
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
其
の
上
に
時
々
に
余
言
を
つ
け
て
、
千
遍
萬
遍
百
萬
融
通
念
仏
南
無
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
オ
ゴ
エ
阿
彌
陀
、
南
無
阿
彌
陀
と
繰
り
返
し
大
声
に
唱
え
乍
ら
、
右
廻
り
に
で
も
左
り
廻
り
に
で
も
ひ
き
廻
す
作
法
で
、
太
鼓
で
調
子
を
取
る
。　
等
順
上
人
の
教
え
に
は
、
融
通
念
仏
と
は
生
者
も
死
者
も
老
若
男
女
も
お
互
に
念
仏
を
融
通
し
あ
い
、
其
の
く
ど
く
を
分
け
相
い
不
足
し
た
部
分
は
、
お
互
に
融
通
し
相
ふ
と
云
ふ
作
法
で
、
大
勢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ョ
ウ
で
唱
え
る
事
に
よ
り
て
、
皆
ん
な
の
念
仏
が
相
乗
（
ソ
ウ
ジ
ョ
ウ
）
効
果
が
生
じ
る
と
云
ふ
事
で
、
す
な
は
ち
五
十
人
で
一
回
唱
　
　
　
　
　
カ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ケ
え
れ
ば
五
十
×
る
一
で
は
な
く
て
五
十
×
る
五
十
で
二
千
五
百
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
な
る
と
云
ふ
事
で
、
春
う
ら
ら
菜
の
花
の
咲
く
頃
、
夏
の
あ
つ
い
時
に
お
寺
の
涼
し
い
処
、
秋
の
紅
葉
の
一
日
に
思
い
々
々
に
重
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
に
ご
ち
そ
う
を
つ
め
て
寺
に
集
り
、
一
日
の
気
体
／
ほ
ね
体
め
を
楽
し
ん
だ
と
云
ふ
事
で
、
気
ま
じ
め
に
唱
え
て
は
効
果
が
な
い
の
で
、
大
声
で
に
ぎ
や
か
唱
え
る
様
に
考
案
し
た
作
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
数
球
の
長
さ
は
玉
の
大
き
さ
に
も
よ
り
て
異
な
る
が
、
い
つ
れ
も
玉
数
百
八
個
を
五
連
継
ぎ
合
し
た
も
の
で
、
百
八
個
目
に
大
き
玉
を
配
置
し
て
、
大
き
い
玉
は
数
に
入
れ
ず
に
、
五
百
四
十
個
を
一
連
に
継
ぎ
合
し
わ
に
し
た
も
の
で
有
る
。
　
ズ
ズ
玉
百
八
個
有
る
の
は
人
間
に
は
多
く
の
心
配
事
、
欲
望
も
な
や
み
事
も
有
り
、
ず
“
を
手
に
に
し
て
礼
拝
を
す
れ
ば
、
百
八
　
ポ
ン
ノ
ウ
の
煩
悩
を
晴
ら
意
味
が
有
る
し
だ
い
で
有
る
。
○
太
鼓
は
（
千
ン
ベ
ン
萬
ン
ベ
ン
百
万
ベ
ン
　
ユ
ウ
ヅ
ウ
念
仏
ナ
」
四
一
オ
」
四
一
ウ
ム
ア
ミ
ダ
　
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ン
ブ
ツ
　
ナ
ム
ア
ミ
ダ
）
と
き
き
取
れ
る
様
に
打
て
ば
良
い
。
○
当
地
区
に
伝
わ
る
盆
の
祀
り
の
作
法
　
旧
暦
に
て
七
月
十
四
の
朝
早
く
に
、
今
年
生
え
た
ま
竹
か
黒
竹
枝
に
葉
を
附
け
て
、
十
本
位
い
と
、
萩
部
竹
又
サ
サ
竹
葉
の
着
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ワ
た
の
を
三
本
取
っ
て
来
て
、
座
敷
に
ご
ざ
が
庭
ミ
シ
ロ
を
二
重
に
折
っ
て
敷
き
、
其
の
上
に
箕
（
穀
物
の
実
と
、
不
用
な
あ
く
た
を
さ
び
分
け
る
農
具
）
を
置
い
て
、
正
面
を
空
け
て
三
方
よ
り
竹
の
枝
の
先
を
、
敷
物
に
箕
に
相
わ
し
て
立
て
通
し
、
葉
の
先
、
交
又
し
て
三
方
か
ら
箕
の
上
を
お
・
い
、
ち
が
や
で
く
・
り
止
め
、
更
萩
部
竹
を
、
右
、
左
と
奥
に
立
て
、
み
の
上
で
一
ツ
に
し
て
く
・
り
、
箕
の
中
に
は
“
の
ひ
ろ
い
葉
を
一
ツ
ぱ
い
に
敷
き
つ
め
て
、
お
み
な
ゑ
し
、
ゆ
り
の
り
木
等
の
花
を
立
て
ま
わ
し
た
竹
に
く
・
り
附
け
、
位
牌
を
奥
の
方
に
立
て
並
べ
て
、
十
五
日
の
朝
ま
で
手
を
替
、
品
を
替
え
て
、
供
え
て
供
養
す
る
。
　
夕
方
に
（
と
こ
ろ
の
つ
る
）
（
ソ
バ
粉
に
て
小
さ
い
も
ち
を
作
り
、
真
中
に
指
先
を
押
し
つ
け
て
く
ぼ
み
を
作
り
ゆ
で
て
）
供
え
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
チ
　
つ
る
は
供
物
を
、
せ
お
っ
て
帰
る
負
い
縄
、
く
ぼ
ん
だ
形
の
餅
は
湯
の
み
に
使
ふ
と
言
ふ
。
盆
や
ひ
が
ん
祭
り
は
餓
鬼
供
養
の
意
味
も
有
り
、
供
え
物
を
た
く
さ
ん
供
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
言
也
り
。
」
四
ニ
オ
」
四
ニ
ウ
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